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虐

學

の

：對
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體
系」
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•. 

’

五

二

六

(

一
八
’六
四)

貨
幣
が
^
读
手
&
と
し
て
機
能
し.
物.
.々
交
換
が.
貨
幣
交
換
に
移
行
す
る
と
、
販
賣
と
購
買
と
は
分
解
さ
れ
、
此
處
に
先
づ
生
產
1 

n
5
5

の
不
調
和
が
胚
胎
す
る
。
更
に
貨
幣
が
信
用
手
段
、
資

本

と

し

能

す
.
る
に
至
る
や
' 
事
態
が
更
に
.複
雜
と
な
る
事
は
前
述
せ 

る
如
く
で
t

。
又
資
本
主
義
經
濟
が
自
由
經
濟
が
ら
獨
占
經
濟
、
更
に
統
制
經
濟
へ
の
推
移
に
伴
つ
て
.、
景
氣
醫
現
象
が
變
質
せ 

し
め
ら
れ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
、
吾.
々
之
等
の
.過
程
だ
追
求
し
て
行
く
の
で
あ
るo

.

最
近
に
於
け
る
統
制
經
濟
の
進
展-
並
び
に
國
防
經
濟.
の•確
立
へ.
の
動
向
は
、.
資.
夺
ぼ
義
經
濟
に
修
正
を
要
求
し
て
ゐ
るo  
.社
會
經 

濟
の
此
の
重
大
な
る
變
革
は
!>
商
業
丨
交
換
部
面
に
對
し
て
著
し
い
影
響
を
與
へ
る
0
跏
近
の
'社
會
經
濟
の
構
造
變
化
は
，
實
に
商
業 

學
の
現
代
的
課
題
を
提
供
せ
る
も
の
で
あ
る
。

'

最
後
^
國
家
の
採
る
各
種
の
商
業
政
策
が
、
個
々
の
交
換
現
象
に
影
響
を
及
ぼ
す
過
程
を
分
析
し
な
け
.れ
ば
な
ら
な
いO  

ms?

在
^
办
、
 

け
る
が
.如
き
銃
制
經
濟
の.
段
階
に
於
て
、
特
に
重
要
性
を
帶
び
る
事
と
な
る
。

•  

•

X 

X 
X  

X

以
上
商
業
學
i

f

體
系
に
關
す
基
本
的
な
事
情
を
解
明
し
た
。
前
述
f

如
く
之
は一、

試
論
に
f.

な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ 

.の
各
々
に
：̂
て
の
詳
細
な
る
內
{谷
は
、
何
れ
他
の
機
會
を
待
つ
て
展
開
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

(

昭
和
十
五
丰
九
月
三
十
日
稿)

へ
，. 

一
、
植
民
政
策
の
歴
史
性

ニ
、
大
陸
政
策
の
發
展
と
そ
の
特
質 

'

三
、
大
陸
政
策
七
朝
鮮
經
濟 

* 

、
.

.

四
、
大
陸
政
策
の
®

開 

、

-

.

ノ

. 

「

.

1
國
*
ー0
#
の
政
治
的
*
經
濟
的
發
展
が
、
時
代
に
ょ
り
場
所
に
ょ
り
變
轉
の
過
程
を
迪
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
對
外
d 

汗
!/
の1

表
現
と
し
て
の
植
域
活
動
、
ひ
，い
て
は
植
民
政
策
も
亦
、
歷
史.
的
性
質
を
帶
び
る
も.
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
古
代
、
中
货
、
近 

il
l
、
近
代
と
，
そ
れ
ぞ
れ
の
歷
史
的
時
期
に
お
い
て
、
植
段
活
動
乃
至
は
植
'民
政
策
の
内
容
な
り
本
質
な
り
に
つ
い
て
、
絕
ぇ
ず
變
移 

が
看
取
せ
ら
れ
た
事
は
明
甴
で
あ
る
o
近
世
以
降
の
そ
の
變
遷
の
經
過
は
、
現
代
の
國
際
間
の
問
題
に
對
す
る
そ
の
.關
聯
性
に
菡
づ
い
て 

楷
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o
藍
し
近
世
植
拔
活
動
の
開
始
は
、
近
世
經
濟
制
度
の
成
立
と
時
期
を
同
じ
ぅ
し
た
の
み
な 

ら
ず
ー
近
世
植
辏
動
と
こ
れ
に
扉
す
る
货
界
商
業
の
設
定
が
、
近
代
的
經
濟
組
織
成
立Q

た
めQ

前
提
條
件
と
な
つ.
た
の
で
t

、 

.
さ
ら
に
又
そ
の
後
の
世
界
經
濟
の
發
展
過
程
に
あ.
つ
て
、
尉
外
植
民
活
動
は
、
常
に
そ
の
原
因
た.
り
結
果
た
る
.聯
關
の
裡
に
お
か
れ
た 

と
見
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
？
現
代
に
お
け
る
世
界
列
®
の
對
外
活
動
も
亦
、
か
k
る
歷
史
的
事
實
を
极
據
と
し
て
の
み
，
展
開
さ
れ
て 

大
_
政
策
の
麗
開
過
程 

五

二

七

(

1
八.
六
3

l

-
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i
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大
陸
政
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開
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八
六
六〕

ゐ
る
に
外
な
ら
な
い
。

,,

十
五
世
紀
末
葉
の
ァ
メ
リ
ヵ
大
陸
，發
見
、.
喜
望
峰
航
路
の
開
拓
を
誘
因
と
し
て
、
先
づ
植
民
國
と
し
て
擦
頭
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル 

及
び
ス
ペ
イ
ン
兩
國
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
貴
金
屬
、植
民
地
特
産
物
の
獲
得
を
目
指
しV

、

橫
極
的
な
植
民
活
動
を
開
始
し
た
。
植
民
地 

貿
易
の.
與

へ

る

,1
*
額
の
商
業
利
潤
の
收
得
は
、.
必
然
當
時
の
そ
の
他
の
先
進
國
た
る
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
活
動
を 

促
し
た
。
植
民
地
贸
易
の
獨
古
を
目
標
に
、
激
し
い
商
業
戰
の
展
開
と
な
っ
た
0.
そ
れ
は
當
時
の
國
家
的
諸
活
動
の
蕋
調
た
る
マ
ー
ヵ 

ン
チ
リ
ズ
ム
政
策
の
！
表
現
に
外
な
ら
ず
、
諸
先
進
國
の
植
民
活
動
の
內
容
を
形
成
し
た
。

■

か
く
し
て
植
民
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
富
が
、
そ
の
蓄
積
を
增
大
し
、
本
國
經
濟
の
工
業
化
目
的
に
利
用
せ
ら
る
に
伴
ひ
、.
こ
れ
を 

遨
礎
と
し
て
母
國
の
經
濟
的
發
達
は一
曆
0
躍
進
を
示
し
た
。
十
八
世
紀
中
葉
に
は
じ
ま
る
產
業
革
命
は
、
機
械
的
生
產
を
粮
底
と
す
，

る
近
代
的H

業
制
度
の
發
坐
を
促
し
、“
先
進
國
經
濟
のH

業
的
發
展
を
具
體
化
し
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
植
民
地
は
本
國
工
業 

, 

製
品
の
販
路
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
事
と
な
つ
た
。
し
か
ふ
又
本
國
工
業
化
の
進
展
に
應
じ
て
、
そ
れ
へ
の
原
斜
供
給
地
と
し
て
も
注 

目
さ
れ
た
。
か
、
る
觀
點
か
ら
1
當
時
の.
先
進
國
に
ょ
る
植
民
政
策
は
、
從
來
の
獨
占
的
•
制
限
的
な
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
政
策
に
比.

し
て
、
普
し
く
自
甶
主
義
的
色
彩
を
濃
く
し
た
0
大
量
に
生
產
4
れ
る
廉
價
な
本
國
エ
業
製
品
に
と
っ
て
は
、
海
外
販
路
の
自
山
な
る
，

開
拓
が
緊
要
で
あ
っ
た
。

こ.
の
事
は
他
國
に
率
先
し
て
產
業
革
命
を
遂
行
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
政
策
に
お
い
て
、
最
も
顯
著
に
示
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が 

「

世
界
の
工
場」

た
る
優
位
を
誇
り
得
る
限
り
は
、
植
民
地
に
對
す
る
自
凼
質
易
政
策
の
適
用
が
、
そ
の
利
益
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス 

自
fi
l
生
義
の
最
盛
期
た
る
十
九
世
紀
ホ
葉
に
お
い
て
、
植
民
恤
放
璨
論
の
唱
ぇ
ら
れ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
他
國
の
競
梁 

的
進
出
は
、
か
\
る
所
論
の.
實
現
を
許
さ
纪
か
っ
，た
。
否
か
し
ろ
植
民
地
領
域
に
っ
い
て
は
、
本
國
の
支
配
的
勢
力
の
確
定
が
必
要
で
.

. 

,

■ 

. 

. 

\ 

, 

.
'
.

I1
' 

.■ 

-
.
. 

■

ぁ.
づ
た
。.
事
實A

J

の
期
間
に
、
t
#
の
■殆
ん
ど
す
ベ
て
の
植
民
地
顧
域
は
、
優
勢
な
る
--
*
一
先
進
列
强
英•
铧
の.
手
に
ょ
つ
て
、

.一
應
分 

割
を
終
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
攻
勢
的
態
度
は.
、
な
ほ
經
濟
的
に
後
迤
的.
段
階
に
ぁ
る
獨
立
齓
に
對
し
て
も
问
け
ら
れ
た
。-  

I

八
四
〇
苹
前
後
の
呵
片
戰
爭
を
契
機
と
す
る
支
那
の
門
戶
開
放
、同
5 :
〇
年
代
の
、日
本
の
開
國
等
は
、
い
づ
れ
も
そ
の
結
艰
で
ぁ
る
。

そ
の
後
に
お.
け
る
先
巡
列
强
の
經
濟
的
發
達
の
進
展
、.
：
及
び
植
民
地
银
奪
戰
に
對
す
る
獨
*

米
等Q

參
加
は
、
國
際
間
の
摩
擦
を
激 

化
す
る
と
共
に
、.
：
.

列
强
の
植
民
活
動
を
し
て
一
曆
强
化
せ
し
め
る
効
艰
を
も
づ
た
。
.胄
品
の
輸
出
に
代
つ
て
本
國
過
剩
資
本
の
輸
ぶ
が 

そ
の
內
容
と
な
'
つ
た
。
そ
れ
は
又
同
時
に
本
國
エ
業
製
品
の
販
路
見
び
本
國
へ
の
原
料
供
給
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て
强
ヵ 

的
性
質
の
も
の
で
ぁ
る
;0
し
か
も
そ
の.
た
め
に
は
植
民
地
に
對
す
る
獨
占
时
支
配
權
の.
.
設
定
を
必.
要.
と
し
た
0

十
九
世
紀
末
^
以
降
の 

所
靜
近
代
的
植.
民
^

動
の
展
開
で.
ぁ
る
o

ii
f
:

#

の
朱
0

邮
領
有
地
を
め
ぐ
る
列
强
の
激
烈
な
^

奪
戰
、
こ
と
に
英
。
獨
ー
一
大
勢
力
の
世 

界
的
對
立
は
'

究
極
に
お
^

て
、.

I

九

L

四
年
の.
第1

.

次
世
#

大
戦
を
招
い.
た
0 

. 
'

■

,'

,
戰
■■
«

の
ヴ
エ
ル
サ
ィ
ユ
體
制
を
軸
と
す
る
安
定
期
も
、
僅
か
一
一
十
年
に
し
て
瓦
解
し
た
。
世
界
恐
慌
の
進
行
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
運
動
の 

傅
播
、「

持
て
る
國」

.
と

「

!#
た
ざ
る
國J

.

の.
對
立
關
係
の
發
生
等.
は
、.
ft
界
政
治
*
經
濟
を
W
び
混
亂
に
緯
い
た
。
日
•
獨•

伊
卷「

抑 

た
ざ
る
國J

側
の
"現
狀
打
破
.<
0
運
動
は
、
朿
11
1
1に
、
西
歐
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
國
象
的
？
揭
族
的
坐
活
圈
の
耍
求
を
根
據
と
し
て
1
S
 

的
な
實
カ
行
動
に
ま
で
發
展
し
た
0: ;
日
史
薪
變
並
び
に
歐
洲
戰
爭
の
現
在
ま.
で
の
經
過
に
お
い
て
、*
瓯
に
；お
い
て
は
日
本
を
盟
主
に
、. 

西
歐
に
お
い
て
は
K
ィ
ッ
を
中
心
と
し
て
世
界
新
秩
序
の
建
設
が
耍
黛
さ
れ
て
ゐ
る
0
近
き
將
來
に
お
い
で
樹
立
を
豫
想
さ
れ
る
世
界 

四
大
ブ
ロ
ッ
ク
內
に
お
い
て
は
、_

民
她
的
關
係
の
改
訂
が..豫
示
さ
‘れ
て
ゐ
る
0
か
く
し
て
世
界
の
植
民
活
動
、
植
民
政
策
は
限
り
な 

き
歷
史
的
轉
囘
を
續
け
る
で
ぁ
：ら

ぅ

.°. 

/

.
叙
.土
の.
1
般
的
倾
间
の
中
に
ぁ..つ
て
、.
日
本
は
明
；治
初
期
以
來
、
朿
亜
に
お
い
て
獨
自.
の.
發
展
を
迪
り
來
つ
た
0,
十
九
世
紀
中
葉
、.

* 

. 

} 

. 

. 

, 

• 

* 

• 

» 

. 

- 

• 

. 

i

.

‘
犬
陸
政
緞
の
很
開
過
程
' 
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■
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:-,
.
ふ
大
睦
政
策
：の
遞
開
：過
程
ぃ 

一

：
：

, ',

. 

:
.

一

.

釔
三
a

2

八
六
-.

&

.

'

列
强
.，の
强
謂
的
態
度
の
前
に
敢
然
醫
の
豐 

そ
.：

Q

後Q
.

政
治
的
：

•

經
濟
的
發
達
を
籠
と
し
て
，
い
か
な
る
對
外 

發
展
活
動
を
遂
行
し
、
い
か
な
る
對
外
政
策
を
進
め
來
つ
た
か
9
そ
れ

.

は
日
本
の
火
陸
政
策Q

形
成
發
展
の
ぅ
ち
に
如
實
に
示
ざ
れ
る
。 

開
國
以
來
^
办
外
情
勢
の
變
-̂
^
應
じ
、
大
陸
政
策
は
い
か
な
る.
特
質
を
藏
し
つ
、
展
開
さ.
'れ
來
り
、
さ
.ら
に
そ
れ
は
現
舊
に
お
い

て
、
.い
か
欠
る
方
向
へ
向
つ
.て
進
展
を
開
始
せ
ん
.と
す
る
か
。

こ
の
歷
史
的
展
開
過
程
の
論
究
が
ネ
m

Q
,

主
題.
で
あ
石
。

.

■
•
 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.
 

. 

.

•

.阿d
r

戰
爭
の
結
果
た
る
、.
.一
八
四
年
'の
英.
•
支
南
京
條
約.
の
締
結
ば
、
歐
洲
■

列
强
に
對
す
る
支
那
市
場
^
强
制
的
開
放
を
意 

味
し
た
o
‘ィ
ギ
リ
.ス
te
-c
rt
に
ょ
..つ
て
賠
償
金
の
支
拂
，
’領
土
.の
割
讓
、
租
界
の
設
定.
'

俄
率
關
稅
の
制
I

寸
、
諸
植
の
特
權
の
獲
得 

に
成
功
し
：た
。
就
中
廣•
東
、，1
門
、
福
州
、
寧
波
、
>'
及
び
：上
梅
の
五
重
耍
港
の
開
港
は
、
■こ
の
不
平
缂
條
約
の
眼
目
で
あ
つ
た
。
け
だ. 

.し
當
^
0
ィ
ギ
リ
ス.
經
濟
の
發
展
殺
階
ょ
'り
見
て
、
^
れ
は
完
戒
の
域
に
近
付
い
た
ラ
シ
力
シ
.ャ
妨
績
業.
に
對
す
る
販
路
の
確
保
を
意 

味
す
る
に
外
な
ら
な
か
つ
た
が
ら
で.
あ
^
。
廣
大
な
面
續
と
四
猶
の
人
ロ
を
保
有
す
る
支
那
大
陸
が
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
有
留
な
る 

技
場
と
目
さ
れ
た
の.
は
當
然
'で
あ
る
。
こ
の
期
間.
か
ら
の
ィ
ギ
リ
ス
の
侵
略
的
な
對
支
活
動
は
、
他
列
强
に
ょ
る
同
様
な
運
動
を
必
然 

Ĵ
lc
喚
起
し
た
。
ィ
ギ
リ
ス
に
次
い
でH

業
化
を
成
就
し
た
フ
ー
フ
ン
ス
を
は
じ
め
、
、

シ
ァ
も
亦
北
方
ょ
り
の
勢
カ
進
出
に
跺
心
を
寄 

せ
る
事
と
な
つ
た
0,
か
く.
て
亥
那
は
歐
洲
列
強
に
と
0
て
の
喝
仰
の
活
動
領
，域
と
化
し
て
行
つ
た
。

• 

'蟹

へ

Q

歐

歡

ヵ

Q

樊

運

變

、
必

然

麗

i

に
日
本
.へ
も

雙

$

に
は
お
か
な
.か
つ
た
。
朝
鮮
は
永
ら
く
支
那
.の
勢
力 

下
に
あ
'つ
た
が
、
亥
那
を
通
じ
て
の
ィ
ギ
リ
ス
線
製
品
の
進
出
ば
漸
く
活
鏺
と
な
り
、
.又
ロ
シ
ァ
は
そ
の
南
下
政
策
め
一
端
と
し
て
、
 

政
ム
ロ
.^
勢
ヵ
の
.仲
區
に
野
心
滿
か
で
あ
つ
た
。
後
体
ァ
メ
タ
ヵ
も
朝
鮮
質
易
の
调
拓
に
參
加
し
、
朝
鮮
に
お
け
石
列
强
の
質
易
淨
顆
戰 

は
、
そ
の
後
日
韓
併
合
前
後
に.
ぃ
た
る
ま
で
續
け
：ら
れ..た
。 

•

'
日
本
も
亦
歐
洲
勢
力
の
.攻
勢
に
1
面

:̂
て
，.
-1
末
以
來
、
對
外
的
.
.に
極
め
て
多
難
&
行
程
を
迪
.ら

-̂
る
を
得
な
.か
っ
た
。、
黑
船
鹰
來 

の
脅
威
は
史
«
に
著
名
な
出
來
歌
で
あ
る
0
十
八
世
'紀
末
葉
ょ
.り
、
、我
が
國
の
.海
邊
.は
頗
る
多
端
と
な
り
來
っ
た
0

こ
と
に
北
邊
の
地 

.
に

對

す

る

a

シ
：
ア

の

、
攻

略
-

‘西
'端
に
.お
け
る
ィ
ギ
リ
ス
船
の
來
冠
等
が
瀕
繁
で
あ
っ
た
於
、
•日
本
を
し
て
開
國
の
口
火
を
切
ら
せ
た
も 

の

は

ア

メ

リ

カ

で

あ

っ

た

。
‘
嘉

永

六

年

(
1

八
五
三
部)

六
月
、
'ア
メ
リ
カ
使
節
ペ
リ
ー
提
督
の
浦
賀
來
航
.
.翌
安
政
元
年
そ
の
铒
度
，
 

の
來
朝
と
日
米
和
親
條
的
の
締
結
は
:
ゎ
，が
國
開
國
の
>契
機
と
な
0
た
0

っ
い
で
安
政
五
年
2

八
五
八
.年3

末
に
お
け
る
、
米

*
露 

•
英

•
蘭

•

»
と
の
五
箇
國
條
約
の
成
立
を
以
て
"
こ
、
に
德
川
二
百
有
餘
年
の
鎖
國
の
夢
は
兖
金
に
打
破
ら
れ
、

日
本
も
亦
そ
の『

戶
を
廣
く
開
放
す
る
に
い
た
っ
た
0

.

. 

:
 

、
+ 

: 

..

..

..
 
.
 
*

.
開
國
の
條
，仲
は
、
歐
米
列
强
喁
支
那
に.
對
し
て
設
定
1
た
と
同
樣
の
不
平
箏
な
通
商
條
約
で
あ.
っ
た
0
片
務
的
な
低
率
關
税
と
外
人

居
留
地.
に
お
け
る
領
事
裁
刺
權
の
客
認
が
、
そ
の
主
た.
る
內
客
で
あ
，っ
た
0
.

こ
れ
に
抗
す
る
た
め
に
は
、當
時
の
德
川
幕
府
の
勢
力
は
、

政
治
的
に
も
經
濟
的
に
も
無
力
で
•あ
つ
た
。
そ
の
内
部
的
脆
弱
性
は
、.
.

國
外
か
ら
の
壓
迪
と
相
俟
っ
て
、.
維
新
べ
の
途
を
押
し
，進
め
た 

.

と
解
せ
ら
れ
る
。 

.

リ

.

.

維
新
のJ

大
變
革
を
經
て
明
治
新
政
府
は
誕
生
し
た0

明
^
兀
年
は
一
八
六
八
年
に
あ
：た
り
、
國
際
情
勢
は
益
々
粉
糾
の
過
程
に
あ 

.

っ
た
。
ィ
ギ
リ
ス
は
じ
め
歐
洲
諸
列
强
は
，

一

曆
高
度
の
經
濟
的
發
展
段
階
へ
と
向
っ
て
轉
換
を
開
始
し
っ
\
あ
っ
た
。
そ
の
利
害
に 

.

基
づ
'̂

て
、
各
列
强
に
ょ
る
夫
々
の
版
圖
の
確
保
强
化
と
、
世
界
の
未
領.
有
地
域
に
對
す
る
植
民
地
獲
得
運
動
が
'
以
前
に
も
增
し
て 

熾
烈.
に
展
開
さ
れ
っ
、
あ
っ
た
。.
ア
プ
リ
力
大
陸
、
南
洋
諸
島
と
共
に
、
極
東
も
亦
そ
の
對
象
と
し.
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

.
先
進
諸
列
强
の
か
X
左
積
極
的
進
出
工
作
に
對
し
て
、開
國
後
間
も
な
'い
日
本
は
、迅
速
な
る
防
衞
妁
措
置
の
採
用
を
必
要.
と
し
た
。

, 

.
、
明

. ^
政
府
は
政
冶
上
，.
社
會
上
、
經
濟
上.
*.，あ
ら.
ゆ
るC

度
か
ら
從
來
の
‘體
制
を
改
革
し
て
、.0

本
诌
ら
の
發
展
に
備.
へ
な
け
れ
ば
.な 

:

■

:

‘產
政
策
の
I

過
程
：

：

.
':.
.
.
Y 

. 

.
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歌
笟
の
展
開
過
程
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五.
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.

,
:

ら
念
か
つ.
た
。
富
國
强
英
•
殖
產
興
業
が
當
時
の
國
0

.̂
あ
つ
た
。.
何
ょ
り
も
先
づ
國
內
經
濟
<D
'
整
備
と
軍
備
の
充
赏
が
望
ま
れ
た
の 

B.
:. ,
 

.

.

で
あ
る
o._

需
エ
業
を
中.
心
と
す
る
近
代
的
0:
業
の
發
達
育
成.
を
极
幹
と
し
て
、
'.日
本
經
濟
の
近
代
化
へ
の
ス
ヅ
ー
:ト
が
切
ら
れ
た
。

•

,

國
家
の
保
戦
•
援
坊
を
背
景.
と
し
て
、•
■
そ
れ
は
躍
進
的
に
促
進
さ
れ
、
國
內
體
制
の
編
成
は
着
實
に
實
現
さ
れ
た
。

.
ィ
か
1
對
外
？

ッ
は
、明
治
勒
期
の
日
本
の
實
ガ
を
以
て
し
'て
は
、幕
府
の
外
交
方
針
を
踏
製
す
る
の
外
は
な
か
0
た
。.
不
平
等
條
約
< 

改
盯
の
要
望
は
强
烈
で
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
急
速
な
る
實
現
は
困
難
で
あ
つ
た
。
た
^
外
敵
の
製
來
に
對
す
る
國
防
的
見
地
か 

.. 

.
ら
、
先
づ
露
德
0
守
« -
過
化
が
尊
心
遂
行
，さ
扑
た
0.
明
治
ニ
年
及
び
三
年
の..
北
海
道
並
び
に
樺
太
に
'お
け
る
開
拓
使
の
設
置
は
、
こ
.の
自

的
ょ
り
出
た.
も
の.
ひ
あ
つ
た
0
そ
の
後
北
海
道
開
拓
«

業
は
內
地
貧
農
バ
廣
猿
士
族
救
濟
の.
意
味.
を
も
含
め
て
、
11
1-
調
な
發
展
を
示
し 

た
。
曄
太
に
0
い
て
は
、
：ロ
シ
ァ
と
の
問.
に
屢
々
國
境
線
1|
]
定
問
題
を
起
し
、結
局
明.
治
八
年
五
月
の
樺
太
*
千
鳥
交
換
條
約
の
.成
立
に 

ょ
つ
て
、日
本
は,

^
0
領
'有
を
11
る
代
り
に
、
千
鳥
：十
八
島
を
取
得
し
た
。
と
CD
.事
は
當
瞭
國
內
に
擡
歌
し
た
征
韓
論
.の
刺
戟
を
ぅ
け

'
■'
.
て
、.

朝.
鮮
へ
；の
關
心
を
深
め
る
に
い
た
つ
た
反
映
と.
し
て
/
理
解
さ
れ
る
。
' 
:

.
.
.
.

'
 

.

.'- 

『

•.
-

〕 

.
.
.

犯
方
防
衛
の
據
點
と.
し
て.
の
北
海
道
0
地
位
，が
確_

さ.
れ
る
頃
、
南
方
に
お
い.
て
は
琉
球
を
め
ぐ
つ
て.
日
*
淸
間
に
粉
&
が
惹
起
さ

-

れ
た
。
從
來
琉
球
は
日
0
淸
雨
屬
の
如
き
觀
を
呈
し
、
幕
未
に
ば
叉
；歐
米
諸
國
の
對
日
交
渉
の
极
據
地
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
、
•日
本
に 

一

)」

り

•

と
0
て
は
南
方
の
癌
的
稆
在
で
あ
つ
た
0
偶
々
明
治
四
年
十
一.
月
、..
臺
灣
に
漂
着
し
た
琉
球
漁
段
の
虐
殺
間
題
を
め
ぐ
つ
て
へ
日
•
淸

in
の
交
渉
は
'決
裂
し
、
同
&
华
の
裏
灣
征
討
軍
の
派
遺
と.
な
つ
た
。
そ
の
結
艰
は
、
琉
球
の
日.
本
歸
屬
確
認
と..な
P
、
さ
'ら
に
實
質
的

: 

■ 

• 

-. 

.
 

'

/ 

. 

‘ 

-に
は
明
治
十
ニ
年
琉
球
に
お
け
る
^
藩
遛
縣
の
實
施
を
以
て
、
琉
球
は
名
齎
と
■%
に
日
冰
の-
領
葙
に
歸
し
た
。

, 

.
'同
じ
頃
韓
國
と
の
交
涉
も
錯
雜
化
し
つ
つ
あ
つ
た
。
そ
の
：地
形
か
ら
朝
徘
は
日
本
本
吐
にe

け
ら
れ
た
短
刀
に
も
譬
へ
ら
れ
た
が
、
'

... 

と
も
灼
昔
ょ
り
日
本
と
支
那
大
陸
を
0
な
ぐ
楹
梁
と
し
て
の
’役
割
を
艰
-1.
て
漱
た
と
見
：
.
る
祺
が
出
來
る
.°
德
川
時
代
に
お
い
て
-|
3:
淸
國

1L'

!.-
'■ -.'S 

 ̂

, 

- 

- 

-
 

.
 

'
 
S
1 

■■ 

- 

. 

- 

•

マ
.,
■■
■
■.
:
:
'
:
.
,
.
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'
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.
•
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.
■:
:.
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.
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-
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.
•
'
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' 

:
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.

と
の
關
係
が
最
も
密
接
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。

.
明
治
政
府
は
»

»
に
對
し
.'「

王
政
復
古」

'.
の
琳
實
を
！1
^
す
る
：と
共
に
、
修
交.
の
回
復
を
求
め
た
が
、.
韓
國
の
態
度
は
淸
國
を
後
榍
，

'.
と
し
て
"
極
め
て
冷
淡
傲
慢
で
あ
つ
た
。
こ
V.
に
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ.
つ
て
、
わ
が
國
內
に.
お
い.
て
は
積
極
的
な
征
韓
論
を
主
張
す
る
武 

斷
派
と
、
國
内
盤
備
を
以
そ

離

一
籤
と
ず
'る
文
治
派
：0
對
立
が
隨
成
さ
れ
、
そ
れ
は
重
要
な
國
內
政
治
問
題
と
な
つ
た
。

■•,:

新
政
府
樹
立
後
、
阈
㈧
双
治
•
經
濟
：の
建
設
盤
備
に
間
も
な.
い
日
本
に
と
.つ
て
、
い
か
な
.る
理
11
1
を
^
て
武
斷
派
.の
主
漲
す
る
が
如 

き
對
外
的
活
励.
の.
必
耍.
が
生
れ
た
か
。
惟
ふ
に
：歐
米
先
進
列
强
ー.
の
極
東
に
對
す
る
進
出
エ
作
の
展
開
に
抗
し
て
、
わ
が
國
ri
身
の
發
展 

を
計
る
た
め
に
は
、：：

逸
早
く
對
抗
的
に
大
陸
に
お
け
名
適
當
だ
沿
動
根
據
地
を
獲
得
す
べ
き
必
要
が
あ
つ.
た
の
■で
あ
る
。
數
次
.の
軌
輕

00
後
、：
文
治
派
の..
勢
ヵ
が
俊
勢
を
占
め
、
結
局
明
治
十
年
の
西
南
戰
'歌
を
最
後
と
し
て
、
武
斷
派
の
主
張
は.
滑
ぇ
'た
か
に
見
ぇ
た
。■

•
 

.

.

. 

«, 

.

.

.

.

.

.
少
く

'̂'%
維
新
後
、.
明
治
十
年
-̂
い
た
る
ま
で.
の
經
過
に
つ.
い
て
見
る
な
ら
ば
、
日
未
の-
對
外
活
動
は
消
極
的
乃
’至
は
守
勢
^
で
あ.

.
つ
^
左
言._
へ..
ょ.
ぅ
。..
そ
れ
は
國
内
政
治
:-
*
經
濟
體
制
の
盤
#
を
主
眼
と
し.
た
當
時
の
國
情
か
ら
來
る
當
然
の
歸
結
で
あ
つ
た
。
し
か
し 

.

•や
が
て
'招
來
；さ
れ
た
®
力
の
充
實
、
就
中
輕
エ
業
部
門
に
お
け
る
產
！|

革
命.
の.
遂
行.
を
軸
と
ず
名
，經
濟
的
發
展
に
相
應
じ
て
、
積
極
的 

'な
對
外
活
動.
の
開
始
が
要
請
さ
れ.
た
。..
こ
の
目
的
に
副
つ.
て
"
ま
づ
朝
鮮
が.
活
動
對
象
と
し
て
着
同
さ
れ
た
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
：

K

陸
進 

'  

'出
の
足
場H

i

し.
て
の
意
^
を
も
含
讧
も
の
で
あ
つ
た
。
吧
ぬ
ヤ
¥
«;
ょ
り
日
本
の
對
鮮
:1
:
'作
は
頓
に
活
潑
と
な
つ
た
。
そ
し
て
又
全
般 

\

的
に
も
、
こ
©.
頃
か
ら
日
本
の
'對
外
活
動
は
急
速
に.
能
動
的
4
な
つ
た
？
し
か
も
そ
れ
は
ー
1
0
に
は
日
本
經
濟
自
體
の
後
進
性
の
故
に
、

' .0

つ
：に
は
！
！
阈
當
勒
が
ら
の
先
進
列
强
に
ょ.
る
歷
廹
■に
悪
づ
い
て
、
著
し
く
歪
め
ら
れ
た
形
態
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
は 

•
も
の
後..
の.
日
本.Q

對
外
活
励
遂
行
に
釾
しV

、 '

，特
殊.
な
：性
裕
を
賦
與
す
る
■効
艰
を
有
し.
た
の
で
あ.
る
。.

.

.
，パ
對
鮮
活
翁
積
極
化
の
必
然
性
を
理
»
す
を
た.
め
it
：
は
、，
明
治
十
年
代
以
降
に
^
け
：る
日
本
經
濟
：の

• - .r 

•. 

.

.
:
大
睦
跃
策.
の*
開.
過
程
： 
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大
隆
政
锻
の
展
開
過
程 

5
5 

'
n
A
七 
一a

ば
な
ら
な
い
o

明
治
十
年
ま
で
わ
恶
礎
エ
作
灯
後
を
ぅ
け
て
、.
，
..
：早
く
も
|.
應
の
|罄
理
期
が
到
來
し
た
0:
そ
れ
ば.
又.
同
時
.に
や
が
て
展
阱 

さ
る
べ
き
鹿
業
革
命
へ
の
準
備
期
で
も
あ
つ
た
9
明
治
十
三
年.
に
は
じ
ま
る..
紙
激
盤
理
の.
遂
行
と
官
業
の
狒
下
げ
、
同
午
五
年
の
中
央 

■銀
行
設
立
等
は
、’

(
.
い
づ
れ
も
こ
の
轉
換
期
を
特
徵
づ.
け
る
事
象
に.
外
な
ら
な
い
0
‘か
、
る
ブ
聯
の
政
锒
採
用
の.
下
に
、':
農
 ̂

.
の
エ
業
の
跛
行
的
發
展.
が
倔
進
さ
れ
た
：'0.
農
村
の
疲
弊
と
：

H
.

業
勞
働
者
群Q.

發
生
は
、
.

工
業
の
機
械
化
と
称
侯
つ
て
近
代
的
エ
業
制
度 

確
立
の
た
め
の
途
を
拓
い
た
ノ
そ
し
て
先
づ
織
維
エ
業
を
中
心
と
す
る
輕
エ
業
部
斤
の
產
業
革
命
が
缁
入
さ
れ
た
の
で
あ
そ
就
中
輸 

入
綿
花
を
原
料
と
ず
名
綿
絲
妨
績
業
敢.
び
に
國
闪
生
糸
の
提
供
に
基
づ
く
製
贫
業
の
勃
興.
は
目
覺
し
か
つ
た
。
機
械
の
採
用
に
よ
.つ
て 

.
大
fr
に
坐
產
さ
れ
る
こ
れ
ち
繊
維
工
業
製
品
に
と
つ
て
、
旣
述
の
農
•
工
業
の
；不
均
等
な
發
展
は
、
早
く
も
國
內
市
場
の
、狹
隘
と
い
ふ
，
 

事
情
を
も
た
ら
し.
た
0
し
，た
が
0
て
製
品
の
海
外
進
出
が
要
望
さ
れ
た
。
こ
と
に
紡
績
業
製
品
に
と
つ
て
は
大
陛
市
場
、
と
り
わ
け
朝 

鮮
は
垂
涎
の
販
路
と
目
さ
れ
た
。.
か.
V
る
根
據
に
華
い
'て
、
日
本
の
對
鮮
工
作
は.
一
途
に
積
極
性
を
取
得
し
た0

.

そ
れ
は
又
同
時
に
、従. 

來
朝
傭
に
^
し
、英
國
郝
製
品
の
付
繼
買.
易
に
：よ.
つ
て
地
盤
を
確
保
し
て
ゐ
た
淸
國
と
衝
突
す
ベ
き
運
命
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

こ
れ
よ
り
先
)'
日
本
は
朝
鮮
に
對
し.
明
治
八
年
の
、江
_

島
事
件
を
き
つ.
か
け
に
介
入
の
.端
緖
を
捉
ベ
た
。
そ
の
後
明
治
十
五
年
の
京 

城
の
變
を
通
じ
て
、
朝
鮮
に
對
し
て
不
平
等
滌
約
の
締
結
を
强
行
し
、，
軍
隊
の
駐
屯
權
を
獲
得
し.
た
。
そ
れ
以
後
は
淸
國
と
對
等
の
地 

.
位
に
お.S

て
朝
鮮
を.
爭
ふ
祺
に
な
つ
た
々
さ
ら
に
朝
鮮
內
部
に
お
け
る
親
日
黨
と
事
大
黨
め
粉
爭
を
め
ぐ
つ
て
、
日
淸
兩
&
間
の
抗
爭 

は
愈
々
激
化
し
た
。
そ
れ
は
：日
：本
の
上
述Q

如
き
經
濟
的
進
出
に
よ
り
押
し
進
め』

れ
て
、
遂
に
明
治一

平

七

T
八
苹
の
日

淸
戰
爭
を 

誘
起
し
た
o 

. 

.

.

ノ. 

'

こ
の
日
淸
兩
國
の
衝
突
.に
つ
い
て
は
、
適
苋.
に
お
け
る
諸
先
進
列
强
の
抗
爭
が
.背
後
的
原
因
を
形
作
つ
たo

'i
く
に
英
•
露I

一
勢
力 

の
相
刺
は
、
最
も
有
力
な
推
進
的
要
因
と
な
つ
た
”
當
時
旣
に
高
度
の
經
濟
的
發
展
を
成
就
し
つ
、
あ
つ
た
イ
ギ
リ
ス
の
利
害
か
ら
す

■れ
ば
、
•大
陸
市
場
は
輕H

桊
製
ロ
§
ょ
り
も
1£
'

エ
識
製
品
の
販
路
と
し
て.
、
.
-$

ら
に

1、

般
的
に
は
支
那
大
陸
に
對
し
て
、
商
品
の
輸
出
に 

.

代
つ
て
資
水
の
挞
下
が
重
要.
性
を
擴
大
し
つ
、
ぁ

つ

た
.0

新
興
日
本
紡
辕
業
製
品
の
大
陸
進
出
は
、
..ィ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
決
し
て
喜
ぶ 

ベ
き
現
象
で
は
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
そ
れ〗

に
も
增
し
て
瞥
戒
す
べ.
き
は
、
北
部
ょ
り
南
下
を
^.
ふ
ロ
シ
ア
の
遍
東
制
澍
の
野
盥
で
ぁ 

.
つ
た
。.

こ
の
理
山
か
ら
ィ
ギ
リ
ス
は
日
本
後
援
を
有
利
と.
感
じ
，

ロ
シ
ア
ば
淸
國
援
助
を
得
策
と
し
た
。.
か
、
る
漆
情
が
日
淸
の
輒
礫 

を
促
進
す
る
に
資
し
た
辦
は
、..
否
货
し
得
な
^ .

事
實
セ
ぁ.
る
。

. 

’

戰
爭
0

結
媒
比
日
本
の
勝
利
に
歸
し
た
。
明
治
二
十
八
年
四
月
の
馬
關
條
約
の
締
結
に
ょ.
り
、
日
本
は
三
億
六
千
萬
圓
の
賠
償
金
と 

,

共

に

、
：
'
臺
灣
及
び
澎
湖
島
の
割
讓
を
受
け
た
。.

た
^

遼
東
半
島
の
領
有
の
み
は
、'
露
"

獨

•

佛
.の
所
謂
三
目
干
渉
に
迺
つ
て
放
棄
を
餘 

.

儀
な
く
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
朝
飾.
の.
獨
立
國
た
る
事
を
淸
國
に
承
認
せ
し
め
、.
：又
澈
國
の
#:
開
港
場
に
お
い
て
の
製
造
業
經
營
權
を
取 

.

得
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
實
は
、

い
ふ
ま
で
も
な
く
極
策
に
お
け
る
日
本
の
政
治
的
•

經
濟
的
擡
頭
を
意
味
し
た
。'

.

|
方
支
那
は
肷
戰
に
ょ
つ.
て
そ
の
無
ヵ
独
を
曝
露
レ
た
？
露
*
獨

，
佛
は
遼
東
半
鳥
返
還
勸
吿
の
報
酬
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支
那
ょ 

り
領
土
が
割
讓
を
ケ
け
、
ィ
ギ
リ
ス
も
亦
勢
力
の
均
衡
維
持
を
ロ
實
と
し
て

、

割
込.
み.
に
成
功
し
た
。
そ
れ
以
後
文
那
は
先
進
諸
列
强 

,
.の
侵
阶
的
活
動
の
絕
好
の
對
象
領
域
と
な
つ
た
？
事
業
借
款
、
.政
治
借
款
の
設
定
を
中
心
に
、：
列
强
の
對
支
投
資
活
動
が
競
.爭
的
に
遂 

.
行
さ
れ
た
。‘'
‘
 

-

要
は
日
淸
攀
時
代
は
、
歐
I

讓

I

I

籍

外

i

へs

f

繁

|

期
に
相
當
し
た
。
蟹

i

す
る
そ
の
猜
極

的H

作
に
直
面
し
で.
、.
後
進
國
た
る
日
本
は
、.
専
ら
極
東.
に
お
け
る
地
位
確
保
の
た
め
，

k

對
抗
的
方
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

.

;
の.
事
が
日
本
經
濟
<0.
来
だ
不
充
分
な
發
展
に
も
拘
ら
ず
、
積
極
的
な
大
陸
政
策
採
用
の
，必
然
性
を
招
來
1>
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。.

’
日
淸
戰
爭
が
>
日
本
經.
濟
，の
，近
代
化
途
卜
：
に

.
横
は
る
障
碍
克
服
の
導
火
線
と
し
て
、
評
懷
せ
ら
れ
る
所
以
で.
ぁ
る
。

.

.

.
*
.
. 

. 

- 

. 

.

.

. 

■ 

- 

■ 

.

•

•
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j
/x
-t
r
g
n 

日
淸
戰
淨
後
、.
日
本
は
臺
灣
開
發
に
銳
意
努
力
を
續
け
る
傍.
ら
、、..朝
鮮
を
經
濟
的
支
配
下
に
抱
き
込
み
、
さ
らy

大
陛
に
向
っ
て
の 

■

を
計.
る
じ
と
、
な
っ
た
。
か
k
る
對
外
活
動
が
、
日
本
經
濟
の
ょ
々
以
上
の
發
展
に
對
し
，て
大
な
る
«
車
と
な.
っ
た
蕻
は
疑
な
い
。 

H

業
機
械
化
の
：進
展
、
經
營
の
大
規
模
化
に
伴
a;
'
、
國
內H

.

蚤
は
急
速
度
の
發
達
を
遂
げ
た
0:
就
中
紛
績
業
の
，膨
脹
.
は
目
覺
し
く
、
海 

.
外
败
^ '

の
獲
得
に
向
■っ.
て
^
々
進
取
的
に
-乘
.り
出
し
.た
0
':
朝
鮮
市
場
が
そ
の
最
大
の
顧
客
と.
な
っ
た
都
は
言
：ふ
ま
で
も
な
い
。
日
本
の 

鱿
外
質
易
は
飛
躍
的
に
增
進
し
、
と
く
に
東
洋
市
場
间
け
の
擴
張
は
著
し
か
っ
た
？

•
か

く
;0
如
き
エ
業
の
躍
進
的
發
展
は
、
當
然
そ
の
反
面.
に
お
い.
て
農
業
の
相
對
的
地
位
の
促
下
を
隨
伴
し
た
。.
農
業
的
發
展
の
.制
約 

.
と
い
ふ
こ
と
は
、̂

く
か
ら
國
内
販
路
の.
狹
^
性
を
も.
た
ら
^ ;
原
因
と
な
つ
た
事
に
つ
い
て
は
旣
に
一
言
し
た
。.
し
か
%:
こ
»
事
情
は
、
 

•
日
本
經
渖
に
到
し
今I.

っ
.の
特
質
を
赋
與
し
た

.
。
即
ち
國
f3
天
然
資
源
の
貧
弱
さ
と
相
俟
っ
て
、
原
料
供
給
の
.狀
態
を
著
し
く
悲
觀
的 

な
，も
の
た
ら
し
め
た.
の
で
あ
る
。
既
に.
日
淸
戰
乘
前
後
ょ
り
、
■
こ
の
傾
向
は
顯
著
と
な.
っ
た
。
し
た
が
っ
て
工
業
の
.中
心
が
未
だ
輕
X 

業
部
n
l-
M
し
、
•
紡
績
業
を
除
く
以
外
は
、
充

分

1
機
械
北
も
行
は
れ
て
包
ら
な
か
っ
た
様
な
狀
勢
の
下
に
あ
り
乍
ら
、
本
國
製
ロg

販 

路
士 
#
<-
:
原
料
供
給
地.
を
求
め
て
の
對
外
活
動
は
、

一
層
强
化
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
名
タ
大
陸
政
策
援
用
の
具
蹬
的
极
據 

は
、
こ
、
に
も
明
向
に
觀
取
せ
ら
れ
る
。

.

日
淸
戰
郇
俛
の
國
|̂

經
濟
的
發
展
を
藏
し
て
、：
，日
本
の
釾
外
活
動
開
拓
の
意
愁
はV

益
々
熾
烈
な
も
の
が
あ
っ
た
。
大
陛
政
策
遂
行 

に
關
す
る
限
ゃ
、
そ
れ
は
三
國
干
渉
に
ょ
っ
て
、.
'出
鼻
を
挫
か
れ
た
觀
が
あ
っ
た
0

戰
後
の
支
.那
に
對
す
る
先
進
列
强
の
活
撥
な
る
侵 

.略
的
行
励
が
展
開
さ
れ
っ 
<

あ
る.
|]
|
]

、
日
本
は
所_

「

版
薪
#

膽」

の
數
年
を
經
過
し
た
0
:

し
か
も
戰
勝
の
刺
戟
に
ょ
0

.て
軌
道
に
乘 

っ
た
日
本
經
濟
の
，そ
の
後
の
發
達.
の
た
め
に
は
、
も
は
や
大
陸
へ
の
活
動
は
不
可
避
と
な
り
來
っ
た.
> 

し
か
る
'
に
明
治
ニ
十
九
年
.の
露 

淸
密
約
に
恶
づ
い.
て.
、
' 滿
洲
に
勢
カ
を
抜
萠
し
た
ロ
シ
ァ
の
南
下
1

勢
は
、.

日
本
の
新
市
場
で
ぁ
る
朝
鮮
の
獨
立
に.
脅
威
を.
與
‘
へ
た
0.

..極
東
に
お
け
る
ロ
：•シK

勢
力
の排

除
-:—

こ
の
點
に
、お
い
.て
：舊
勢
カ
冷
ギ
リ
ス
.と
薪
興
日
本
の
利
害
は
相 

一
®
し

、

明
治

一

一
一
十
五
年
の 

日
英
同
盟
締
結
に
ま
で
發
展
し
た
.0
“
：

.

,

ぺ

.
:

,

朝
鮮
を
舞
毫
と
ず.
る
•ロ
シ
ア
■の
南
下
政
策
と
、
わ
が
國
大
陸
政
策
の
正
面
衡
突
は
、.
遂
に
.明
治
三
十
七
年

一 

一■月
の日
露
開
戰
を
導

い 

た
。.
日
本
は
こ
の
歐
洲
强
大
國
を
相
手
に
、
，，文
字
通
り
，擧
國
的
な
戰
攀
を
遂
行
し
た
。
戰
铆
は
世
界
の
驚
興
の
裡
に
口
木
の
勝
利
に
終 

つ
た
？
三
十
八
年.
九
月
の
ポ
ー
ッ
マ
ス
»
和
條
贫
に
よ
つ
て
、..
日
本
は
賠
償
金
五
百
萬
德
の
外
、.
樺
欠
南
半
の
領
荷
權
.
南
滿
洲
に
お 

け
る
諸
權
益
を.
口 'V

ア•
よ
り
讓
り
受
け
、
さ
ら
に
韓
國
に
お
け
る
將
殊
權
益
ぃ
沿
海
洲
漁
業
權
等
を
承
認
せ
し
め
た
。
そ
の
後
の
日
本 

の
對
外
活
廳
は
、
す
べ.
て
こ
'の
際
の
獲
得
物
を
逝
礎
と
し.
て
進
展
を
續
け
、
そ.
れ
は
又
國
內
の
經
濟
的
發
展
に
對
し
て.I

層
の
刺
戟
を 

與
ヘ.
た
。.
戰
勝
に
よ
る.
ロ
シ
ア
極
東
'政
策
の
打
破
は
、
日
本
の
國
'カ
發
展
の
た
め_
の
最
大.
の
障
碍
を
除
去
す
る
に.
役
立
ち
、.
大
陸
政
策. 

前
進
の
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
0:
日
本
は
大
險
政
策
遂
行
の
.足
場
を
朝
鮮
よ
り
南
滿
洲
へ
.と
搬
充
す
る
機
會
を
得.
た
の
で
あ
る
。
か 

..く
て
日
露
戰
爭
の.
最
大
の
効
集
は
、
明
治
初
期
以
來
の
懸
樂
で
あ.
つ
た
朝
鮮
問
題
の
解
決
と
、
こ
れ
を
遨
礎
と
し
て
の
日
本
の
躍
進
的 

な
對
滿
發
展
と
い
ふ
一一

聯
の
事
it
の.
裡.
に
見
出
さ
れ
る
。 

.

.

ま
づ
朝
鮮
と
©.
間
に
は
、.
旣
に
三
十
七
ハ
±

1

月
、'
日
韓
議
定
書
が
作
成
さ
れ
、,
日
本
は
韓
國
の
獨
立
及
び
領
土
保
全
を
確
認
す
る
傍 

ら
、
國
政
上.
の
干
與
權
を
取
得
し
た
。E

露.
嫌
和
條
約
箜一

條
に
お
い
て
は「

露
西
扼
帝
國
政
府
は
日
本
國
が
韓
圃
に
於
て
政
治
上
、
 

軍
事
上
及
經
濟
上
の
卓
絕
な
る
利
益
を
有
す
ふ
こ
と
を
承
認
し
、.
日
本
帝
國
が
韓
國
に
於
て
必
要
と
認
む
る
指
導
、
保
譴
及
'監
督
の
措 

置
を
執
る
に
方
り
、
之
を
阻
礙
し
叉.
は
之
に
干
涉
せ
ざ
る
こ
と.
を
約
す」

と
規
定
せ
ら
れ
、
，：日
本
の
絕

.
對
的
指
導
權
が
確
立
せ
ら
れ
た
0 

'
同
様
の
事.
は
、
媾
和
條
約
と
同
時
に
發
表
せ
ら
れ
た
第
二
次
日
英
同
盟
約
款
中
に
も
定
め
ら.
れ
た
。
ィ
ギ
リ
ス
も
亦
、■
.朝
鮮
に
お
け
る 

.
日
本
の
優
先
的
地
位
を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
，つ
た
：の
で
あ
る
。
次
い
で
三
十
八
年
十
.

一

月
の
日
韓
保
護
條
約
に
迤
づ
く
保
護
權
の
疋 

.
犬
塵
政
笟
の
.展
開
過
種
'

五
三
■七.
.

,
(.1

八
七
五】



マ,'つ：

.

火
陣
政
策
ひ
展
開
過
種 

五

一

一

一

八

(

一
八
七
六

〕

、
式
設
危
、
：：

.
統
監
府
の
開
設
、.「

同
四
：十
年.七.
月
の
日
韓
新
協
約
の
締
結
を
經
て
'
四
十
三
年
八
年
ニ
十r

百

、
日
韓
併
合
碟
約
の
成
立
を 

.

以
て
、
朝
鮮
は_
わ
が
版
圖
內
に
，歸
す
衣
事
と
な
つ
：た
°-
總
督
府
の.
設
置
を
中
心
に
、.
庶
政.
の
刷
新
、
產
業
の
振
興
、
文
化
の
普
及
等
を 

.

通
じ
て
ぐ
爾
來
三
十
餘
年
間
、，
朝
鮮
は
主
要.
な
る
日
本
外
地「

と
し
て
'.
着
賢
な.
る
發
展
を
遂
げ
來
つ.
だ
：の.
で
ぁ
る
。

.

:
南
滿
洲
ゼ
地
盤
と
す
る
そ
の_
後
5
ゎ.
が
國
大
陸
政
策
の
發
展
は
、.
頗
る
活
潑
で
ぁ
0
た
。
そ
れ
は
今
や
世
界
列
强
に
伍
し
て
の
、
極 

'
東
に
、'お
け
る
日
本
の
政
治
例
、經
濟
的
地
位
の
向
上
を
意
味
し
た
0 
.日
本
の
南
滿
開
發
は
、

ロ
シ
ア
よ
り
■繼
承
し
た
關
東
州
租
借
地
を
前 

.
•
•
進
根
據
地
と
し
、，
長
寐
よ
り
大
連
に
い
た
る
滿
鐵
經
營
を
根
幹
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
南
滿
洲
鐵
遒
株
式
#
社
は
、
，明
治.
三
十
九
年
六
'
 

.

.

.月
'
日
本
政
府
の
現
物
出
資'1

僚
圓
，
公
暮
株
式
拂
込
ニ
百
萬
圓
を
以
て
、

一

の
國
家
會
社
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
れ
ば
更
に
附
帶
事 

'

業
と
し
て
、
' 鑛
山
業
、
：水
運
業
、

,
電
氣
業
、
鐵
道
貨
物.
の
委
託
販
賣
業
、
倉
庫
業
、
鐵
道
附
屬
地
に
お
け
る
土
地
家
屋
の
經
營
、
鐡
道 

用
地
內.
に
お
け.
る
敎
育
* 
,翁
生
、
土
木
上
の
設
備
等
を
檐
當
す
る
事
に
よ
り
、
實
に
日
本
の
南
滿
開
發
の
毋
體
た
る
實
質
を
有
し
：た
。.

■

戰
後
の.
日
本
經
濟
の
.躍
進
的
發
達
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
頃
か
ら
大
陛
に
對
す
る
日
本
の
■投
資
活
動
も
顯
著
に
な
り
來
つ
た
。
對
支 

借
款
，の
設
定
士
相
並
ん
で
企
業
资
本
の
投
下
が
活
激
と
な
つ
た
。
そ
の
多
く.
は
滿
洲
に
お
け
る
炭
抗
、鐵
鑛
の
1
1發
に
向
け
ら
れ
た
が
、

.

同
時
に
上
海
を
中
心
と
し
て
中
'支
に
日
本
紡
績
業
の
設
立
が
進
め
ら
れ
た
。

日
露
戰
爭
前
十
年
間
に
お
い
て
•
國
內
經
濟
近
代
化
の 

.

體
制
を
固
め
る
と
共
に
、
，益
々
海
外
市
場
べ
の
依
存
性
を
高
め
つ
、
ぁ
つ
た
日
本
經
濟
は
、
戰
勝
を
契
機
と
し
て
よ
り
高
次
の
段
階
へ 

の
端
獬
に
つ
V
た
と
評
價
せ
ら
れ.
る
。
し
か.
も
と
の.
日
本
の
前
進
に
對
し
、
宿
力
な
る
妨
害
^
と
し
■て
ア
メ
リ
カ
が
登
場
し
た
。

ア
メ
»;
-
カ
の
對
支
活
猶
は
、
他
の
先
進
列
强
に
比
し
遊
し
く
立
連
れ
を
示
し
た
。
.そ
の
國
內
經
濟
の
，確
立
と
ア
メ
リ
カ
大
陛

に
對
す 

;」

る
活
動
の.

1

應
の
愈
結
を
俟
つ
て
、
極
朿
へ
.の
觸
乎
を
伸
ば
し
來
つ
た
の
は
十
丸
世
紀
末
葉
か
ら
の
事
で
ぁ
る
。
當
時
旣
に
支
那
大
陸 

.

に
お
い
て
は
•
歐
洲
諸
列
强
及
び
：日
本
の
地
位
が
可
成
り
繁
固
で
.あ
つ
た
o

そ
の
割
込
み
の
た
め
の
方
策.
が
、通
商
O'

自
曲
を
要
求
す
る

•

.

か
の.
ジ
.ョ
ン
•
•
ヘ
ィ
の
門
戶
開
放
宣
言
• (

I

八.
九
九
年)

，
で

あ

つ

た
0.

歐
洲
先
進
列
强
：の
勢
カ
が
，旣
に.
踱
倒
的
で
ぁ
つ
た
中
，
南
支
に 

向
つ
て
は
、
そ
の
後
ァ
メ
リ
カ
■
の
攻
勢
は
比
較
的
穩
:#

で
あ
つ
た
が
、
日
本
が
將
に
進
出
せ
ん
と
す
る
滿
洲
に.
對
し
て
は
、
そ
の
胡
動. 

は
極
め
て
稹
極
的
で
奴
つ
た
9

滿
^

2

つ
い
て.
は
、

ァ
メ.
リ
カ
は
商
品
市
場
と.
し
て
よ
り
も
，
資
本
投
1

市
場
と
し
て
目
を
つ
け
た
,°

こ
、
に
滿
洲
を
舞
臺
と
'1.
て
日
米
兩.
資
本
の
對
立
が_

し
出
さ
れ
た
0 
•早
く
は
明
治.lil

十
八
年.(

1

九
〇
五
年)
の
ハ
リ
マ
ン
の
滿 

'

鐵
買
詳
畫
•
、
同
四
十
年(1

九
〇
七
年)

の.
滿
洲
銀
行
設
立
計
畫
及
び
同
四
十
ニ
年(

一

•
九
〇
九
年)

の
錦
璦
徼
道
利
權
獲
得
、
次 

い
で
滿
洲
鐡
道
中
立
案
等
は
、
或
場
合
に
は
單
獨
に
、
又
或
る
場
合
に
は
他
列
强
と
の
協
力
に
よ
り
、
い
づ
れ
も
日
本
の
對
滿
活
動
を.

.

笨
制
せ
ん
と
す
る
試
み
に
外
な
ら
な
か.
つ
た
。
日
本
資
本
の
優
勢
士
諸
列
强
間
の
足
並
の
不
揃
は
ー
こ
れ
等
の
計
铍
の
多
く
を
挫
折
せ 

.

■し
め
た
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
日
本
の
活
動
は
少
な
か_
ら
ず
制
約
を
受
け
た.
0
し
か
も
ァ
メ
リ
カ
の
こ
の
態
度
は
、
皮
肉
に
も
昨
日
の
敵 

對
國
で
あ
る
日
露
兩
國
を
接
近
せ
し
め
る
結
艰
を
生
み
、
滿
洲
を
腐
北
に
ニ
分
し
て
、
他
列
强
の
容
喙
を
斥
け
る
事
と
な
つ
た
。
か
く 

.

.
し
て
日
本
の
南
滿
洲
經
營
は一 :

層
の
進
展
を
續
け.
た
。 

t

•

上
述
の
如
き
日
本
の.
對
外
發
®
を
可
能
な
ら
し
め
旦
つ
必
然
な
ら
し
め
た
根
據
と
し
て
、
國
內
經
濟
發
展
の
高
度
化
を
指
摘
す
る
敬 

,

が
出
來
る
U
日
淸
戰
爭
後
に
お
い
て
、
_
_

エ
員
畠
門
の.
產
業
革
命
進
行
1
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
來.
つ.
た.
日
本
のH

業
的
發
達
は
、
日
露 

.

載
勝
の
刺
戟
を
ぅ
け
て
益
々
促
進
さ
れ
た
。
：輕K

業
部
門
に.
お
け
る
坐
產
集
中
、
，資
本
集
積
の
傾
间
、
m
H
業
部
門
の
勃
興
、
對
外
貿
，
 

:

易
の
疆
等
が
、
こ.
の
期
問
か
ら.
：の
日
本
經
濟
の
特
徵
で
あ
る
。:
む
ろ
ん
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
.濃
業
は
相
對
的
に
さ
ら
に
地
位
を
低 

下
し
た
。
そ
れ
は
又
裏
■•
朝
鮮
等
の
外
地.
農
業
の
開
發
に
よ
つ
て
も
影
響
を
蒙
む.
る
事
と
な
つ
た
。
‘い
づ.
れ
に
し
て
も
政
府q

商
工. 

.

立
國
方
針
の
保
誕
の
下
に
、H

業
化
の.
速
度
は
急
激
に
高
め
ら
れ
た
？
又
さ
ら.
に
明
治
四
十
四
年
七
月
よ
り
實
施
さ
れ
た
國
楚
税
率
は
、

-'
關
税
自
主
撒
獲
得——

待
望
の
不
平
等
條
約
の
全
面
的
改
訂
を
實
現
し
•.
對
外
貨
易
の
伸
長
に
拍
車
を
か
け
る.
効
姐
を
も
つ
た
。
か 

,

、

：

大
勝
政
策
の
展
開
齓
程
，
': 

V

'

.
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ハ：ハ
マ
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裏
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寒
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、̂'べ卜スへ) '
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;
.
.
ス.
大
陸
政
賢
胺,

過
.
&
;'.
:
:

「

ノ 

.

瓦
四
〇

■  

c
r

八
七
八
V

1
る
國
内
經
濟
の
發
展
を
龈
礎
と.
し
て
'
對
外
活
動
の
性
質
も
推
移
を
乐
し
た
。
原
料
獲
得
、
販
路
確
保
に
も
ま
し
で
、
資
本
投
下
の 

耍
望
が
则
め.
ら
れ
來
つ
た
の
で
ぁ
'る
。
し
が
ん
當
時
の
0:
本
經
濟
の..
發
质
段
階

.̂

概
括
的
に
は
、
歐
米
列
强
に
比
し
て
は
、
な
ほ
低 

度
こ
位
し
た
？
た
ビ
東
洋
諸
國
贮
對
し
て
±>
り
高
次.
で
ぁ
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
ば
對
外
貿
易
の
內
容
に
如
實
に
示
さ
れ
た
。
郎 

ら
東
洋
市
場
に
對
し
て
は
■•工
業
製
品
を
輸
出
し
て
原
料
を
輸
入
す
る
も
、
歐
米
市
場
ょ
り
は
機
械
'«
製
品
を
歡
入
し
て
原
料
並
び
に 

祖
製
品
を
撤
供
す.
る
ど
い
ふ
特
殊
0
形
態
を
採
つ
た
の
：で
ぁ
る
。:'
'

'

,

:

■

..
•

..
新
獲
得
外
地.
，•.
朝
鮮
を
遲
地
と
し
、.
南
滿
經
營
鉍
主
微
と
し
て
"
白
本
の
犬
陸
政
策
は
帳
道
に
乘
り
人
れ
た〕

し
か
も
.支
那
本
土
に 

,
、
.
つ
い.
て
は
、；.
歐
洲
諸
列
瓯
の
勢
力
ば
依
然
难
固
た
る
も.
の
が
ぁ
つ
た
P
列
强
は
本
國
過
剩
資
本
の
捌
.,
«
を
求
め
て
、
支
那
に
對
す
る
侵
• 

略
的
活
動
を.i

敗
し
た
ゃ
ィ
ギ
-̂

ス
は
じ
め
各
列
规Q

對
支
各
猶
惜
款
の
締
結
、
事
業
投
資
は
相
次
い..
で
行
は
れ
戈
。
ァ
メ
リ
力
も
亦 

..
■こ
れ
に
參
加
し
、1

t..
i
〇
年
1に
は
英
.«
米
'*
''猶
.
佛
’の
叫
齓
國
財
間
に
ょ
り
四
國
借
款
國
が
成
立
し
た
。(

一
九」

ニ
华
こ
札
は
日
.露 

-

..
兩
國
を
加..
へV

六
國
借
款
國.
に
發
展
し
た)

こ
れ
、と
相
恍
ず
名
た
め
に
は
、
日
本
經
濟
の
實
ヵ
は
未
だ.
充
分
と
は
言
へ
な
か
つ
た
。
し 

.
た.
が
つ
て
茭
那
本
土
に
對
し
，て.
は
、
日
本
は.
對
抗
的
地
盤
獲
得
と.
い
ふ
政
治
的
意
圖
を
含
め
て
、
經
濟
的
に
は
原
料
供
給
地
と
し
て
の
*

 

..
要
求
を
".•
第1

次
的
と
し
て
進
む
外
は
な
か
づ
た
。•
日
本.
，

Q
.

對
支
投
資
活
動
の
展
開
は
V
少
く
と
も.
歐
洲
大
戰
に
い
た
る
ま
で
、
遊
だ 

し
く
姐
害.
さ
れ
た
と
見
な
け
れ
ば.
な
ら.
な
い
-o
'

.

:•

.

.

.

歐
洲
大
戰
の•
勃
發
は
こ
の
事
»

に
一
轉
機
を
與
ベ
た
。
戰
部
中..
に.
お
け
る
'欺
米
諸
勢
力
の
M'
'm
ょ
o

の
一
時
的
後
退
に
乘
じ
て
、
日 

.
本
の
對.
支
活
動
は
衡
極
的
な
前
進
を
ボ
し
た
。
大
芷
四
够1

月
に
お
け
る
對.
支
ニ
十
‘一 .

箇
條
の
，要
求
、
a
は
大
正
六.
I
七
年
の
西
原
借 

款
の
締
結
等
.は
、
前
盏
ば
政
治
的
灼
度
ょ
り
<D
:..、
••
•,
後
^：
は
經
濟
的
觀
點
か.
ち
の.
活
動
穣
極
化
の
現
は
れ
で
ぁ
つ
た.
。
大
戰
中
を
通
じ
て. 

日
本
©
對
支
投
資
額
は
激
增
し.
た
0
.政
府
借
款
ゐ
方
に

，
っ

ぃ

.て
£
て

も

、■
そ
の
元
金
總
額
：は

.J:

九

j 

r

年

の
一
千

：五

百

：
.餘

_萬

圖

か

ら

同

J

五
戶
6
匕
千
九
瓦
餘
萬
圆
に
上
P
、
；：、
さ

ら

に

同

1

八
：年
に
は
甚
億
圓
を.
突
破
し
た
0
そ
の
他
幾
多
の
.事
業
借
款
或
は
直
接
事
業
經
營 

等
を
考
^
^
れ
ば
、
そ
の
進
展
の
跡
ば
誠
に
：著
し
い
。

..

/...

■.

か
：
る
活
動
の
展
開.
は.
、
0'
ろ
‘
大
戰
中
に
お
け
る
日
本
經
濟
自
體
の
發
展
を
反
映
し
'た
も
の.
に
外
な
ら
な
、い
。
經
工
業
部
S

未 

曾
有
の
好
況
、
重
H
i 

二
曆
I

達
等
が
そ
の
i

で
あ
る
。.
國
內
生
產
額
は
大
正
三
年
の
十
三
億
五
百
萬
圓
ょ
り
、同
.八
年
に
は
六 

十
I

三
千.
六
百
萬
圆
'へ
と
、
實
に.
五
倍
g

犬
を
記
錄
し
た
。.
こ
I

進
的
な
I

力
の.
靈

、資
本
蓄
積
の.
增
大
は
、梟

の

經

濟 

的
發
展
を
高
度
の
段
階
へ
抑
し
進
め
た
。
，
そ
れ
に
應
じ
て
'
大
陸
へ
の
資
本
投
下
活
I

要
請
さ
れ
る
に
い
た
'っ
た
の
は
、
藍
し
當
然

.
で
あ
る
。こ

の
5355

を
>3じ

て
、

と
く
に
滿
洲
に
お
け
^
日
本
の
勢
力
は
獨
ポ
的
優
位
に
上
つ
た
。
こ
の
事
は
そ
の
後
の
日
本
經
濟
の

•
 
•
 

'
 

-
 

.>

發
展
に
と
つ
て
•、
生
命
線
的
役
割
を
滿
洲.
に
課
す
る
に
役
立
つ
介
.0
'

大
戰
、
の
參
戰
の
成
架
と
し
て
、
日
本
は
ド
ィ
ッ
領
爾
洋
諸
島
を
委
任
統
讓
，
.
30
し
て
取
得
し
た
0
し
か
し
戰
後
の
装
外
發
展
方
向 

は
依
然
と
しV

大
陸
に
あ
っ
た
。
し
か
も
戰
爭
の
終
焉
と
と
も
に
、
日
本
の
大
陸
政
策
の
前
途
に
は(

一
)

列
强
の.
靈

囘

復

と(

ニ)

支
那
內
部
に
お
け
る
民
族
運
動Q

籠
と
い
ふ
二
っ
の
妨
害
的
要
素
が
出
現
し
た
。
 

..

戰
後
に
お
け.
る
獨
*
露
ニ
勢
：

R
Q

後
退
に
反
し
て
，
新
興
ァ
メ
リ
ヵ
還
東
進
出
愁
求
は
、
英

•
佛
等
戰
勝
國
の
權
益
回
復
慾
と
相 

結
ん
で
、
洱.
び
支
那
大
陸
へ
の
活
動
を
積
極
化
し
た
. °
'ァ
メ
リ
ヵ
の
提
唱
に
碁
づ
い
て.
、
一
九
一
一
一
苹
に
成
1
し
た
日
*
來.
*英
，#
の
新 

.
四
箇
國
借
款
國.
の
組
繳
の
如
き
、-
そ
の
最
も
典
型
的
な.
現

は
れ
で
奮
。
難

中

に
.
お
い
て
、他
列
强
に
封
し
恨
權
國
の
立
場
に
立
っ
に 

ハ
た
つ.
た
、ァ
メ
リ
ヵ
0
指
導
的
勢
ヵ
は
頗
る
强
犬
で
あ
っ
た
0
そ
れ
は
極
東
に
お
い
て
は
、常
に
日
本
の
勢
カ
打
倒
を
旨
と
1
て
運
只
.さ 

.
、
た
。'
 

I

九
ニ一

—

H
i

一
平
の
ヮ
シ
ン
ト
ン
#
議
の
開
催
は
、
叙
上
の
傾
向
を
促
進
し
た
o
そ
の
結
规
*-
し̂
て
日
本
は

(

一)

日 

英
同
盟
の
排
棄(

ニ)

ル.1

ト
對
支
四
原
則
の
-^
認
と
支
那
の
領
土
保
全
を
約
す
る
：.九
箇
國
修
約
の
締
結(

三)

五
•
五
*
三
の
海
軍
比 

.

.

大_

政
漱
の
肢
糊
過
程
：：

：

.
' 

.

:

.
-

-3
S
1四

一

(

一
八
七
九)

.
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.
^
?
谷
|-
>
等
'..1 ;
觀
^
#
料
に
ょ
'0
'て
^
圍
さ
-̂
た
0
‘，そ_
の.
後
；

」

九
三
'I

平
に
^
た
る
ま
，で
、_ 
.ァ.
メ
リ
ヵ
を
首
班
と
す_
る
列.
：；5{の
た
、̂ 

的
攻
勢.
の
前
に
、.
：大
陛
に
お
け
る
日
本
の
，勢
力
は
一
時
後
退
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
南
滿
洲
を
冏
守
す
る
の
外
は
な
か
つ
たo  

大
、戰
片.
に
お.
け
る
支
那
.經
齋
の
工
業
的
發
展
は

、' 戰
後
に
お
い.て
そ
の
民
族
運
.動
に
有
力
な
經
濟
的
地
盤
を
與
へ

.
た
。
、f兀
來
支
那
民.. 

族
運
動.
は

列
.
强
の
植
民
的
露
に
屈
服
し.
た
淸
朝
へ.
の.
反
抗
的
意
圖
と
共
に
、
棑
外
.運
1|
/
を
そ
の
內
容
と
し
た
。,
大
戰
中
の
經
濟
的 

發
達
を
粮
據
ぞ
て
、
：そ
れ
は.
近
代
的
國
家
形
成
へ_
の
違
動
|

で
猶
展
し
た
。.
；旣
往
に
お
い
て
諸
列
强
に
提
供
し
た
諸
權
益
の
奪
還. 

か
そ
の
第1'

要
件
で
ぁ
っ
た
。
，
一

.
九
ニ
〇
年
に
お
け
る
中
國
國
民
黨
の
結
成
以
來
、
.運
動
は
頗
る
活
澄
と
な.•
っ
た
。
そ
の
頃
成
立
し
た 

中
國
共
產
黨
も
亦
、：
排
外
と
.い
ふ
點
に
つ
い
て
は
國
民
黨
と
歩
調
を
一
に
し
た
。
か
4

」

般
的
な
排
外
運
動
の
鉢
先

は

、

當
然
支
邦 

.
に
お
け
る
最
大
の
權
益
保
赫
I

ぁ
る
日
英
兩
國
に
向
け
ら
れ
た
。

一.
九
一
ー
五
年
以
降
、
中
支
に
お
い
て
ィ
ギ
リ
ス
鏡
も
苦
撤
を 

味
っ
^

し
か
も
そ
め
後
と
の
運
動
は
滿
洲
へ
傅
播
し
ノ
滿
洲
政
權
の
排
日
的
態
度
は
極
端
に.
惡
化
し
た
。
こ
と
に
そ
れ
は
ァ
メ
リ

力 

資
本
の
、支
那
•中
央
政
權
をP

じ
■て
の
間
接
的
援
助
を
背
景
と
X
V
 

5
强
ヵ
化
し
た
。
，
支
那
本
土
に
っ

S

て
見
て-
^
國
民
黨

政
府

Q

 

財
政
的
地
盤
を
形
ち
作
I

江.
財
閥
は
：、
：そS
H.

業
資
本.
の
利
害
ょ
り
し
て
、
白
本
勢
力
の
排
除
を
先
決
問
題
と
港
へ
る
に
い
た
っ 

龙
。
そ..の
頃
か
ら
-̂
那
民
族
運
動
は.
內
部
に
國
，
典.
の
對
立
t
胎
み
乍
ら
も
、
排
日
を
最
高
目
標
t

て
展
開
さ
れ
る
^ .
と
5

た
。

偶
々
一
‘九一

ー
九
年
以
來
世
界
は
‘大
恐
慌
の
渦
中
に
ぁ
:1
?
、
列
强
も
自
國
0.
經
濟
的
救
濟
に
汲
々
た
る
狀
態
に
陷
っ
た
。
ロ
本
は
大
戰
、
 

後
の
反
動
期K

引
續
5
て
ノ
大
芷
，十
ニ
年.
の
關
東
大
震
災
、
.昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
と
一
連
の
惡
材
料
續
發
の
後
に
、
'
又
々
大
恐
慌
の 

被

言

け
.
て
二
曆
激
し
い
打
擊
を
憲
た
。
農
村
の
窮
乏
を.
中
心
に
國
內Q
政
治
的
*
經
濟
的
勸
搖
が
愛
慮
さ
れ
た
。
か
、
る
困
難 

^
•^
服
し
へ
併
せ
て
今
後.
の
經
，濟
的
發
展
の
た
め
祀
大
赌
に
お
け
る
頹
勢
を
挽
囘
ず
る
に.
は
、
滿
洲
に
お
^
る
地
位
の
.確
保
が
緊
變
で 

ぁ
'0
た
。
そ
れ.
は
又
祠
時
に
、
|
亜
，に
'於
け
1る
平
.和
^
*

の
確
立
"を

-̂
ぐ
所
以
‘で
ぁ
っ
た
。
か
又
る
事
情
の
下
祀
ぁ
っ
て
、
昭
和
六
年

..
九
月
.の
*
洲
事
變
の
勃
發
は
、
決
定
的
な
大
陸
政
策
の
採
用
の
た
め
..の
;'1

步
前
進
，を
意
味
し
た
。.

'
^
變
中-

ァ
メ
”
カ
を
は
じ
め
諸
列
强
の
艋
烈
な
る
反
對
運
動
に
も
拘
ら
ず
’ノ
日
本
は
確
固
た
る
態
度
を
以
て
こ
れ
に
當
つ
た
。
翌 

年
三
月
友
邦
滿
洲
國
は
、
日
本
と
か
職
携
の
下
に
、
極
粜
平
和
樹
立
の
使
命.
を
檐
っ
て
誕
生
し
た
。
こ
の
顷
か
ら
の
世
#
經
濟
の
ブ
.ロ 

V

ク
化
運
動
：0
進
行
、
經
濟
的
國
家
主
義
の
俾
播,
,
極
苋
に
お
い
て
、は
日
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
の.
結
成
を
誘
嗨
し
た
-
こ
れ
に
よ
つ
て 

.
日
滿
诩
國
は
益
々
ぞ
の
紐
帶
を
緊
密
な
ち
し.
め
、
經
濟
的
自
給
性
達
成
の
た
め
に
協
カ
を
つ
ゾ.
け
る
事
と
な
つ
た
。
そ
れ
は
實
に
後
の 

東
蓝
經
濟
國
樹
立
の.
た
め.
の
、
恶
礎
的
形
態
の
形
成
に.
外
な
ら
な
か
っ.
た
。；

， 

‘

.
日
本
か
ら
の
資
本.•'技
術
の
輸
入
に
よ
る
滿
洲
國
の
資
源
開
發
と
い
ふ
關
職
の
も
と.
に
、
滿
洲
國
經
濟
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
と 

な
っ
た
。
，
昭
和十一

苹
よ
り
の
產
業
5 :
©
ヸ
^
«'
の
*

^

其
の•
後
同
十
四
年
か
ら
の
北
邊
振
興
三
箇
年
計
螯
の
施
行
等
を
根
幹
• ̂
し 

て
、
日
滿
兩
國
の
餘
合
國
防
經
濟
力.
の.
强
北
は
、'
日
支
事
變
下
激
多
の
障
碍
に
遭
遇
し
乍
ら
も
、
着
實
な
進
展
を
示
し
つ
X
ぁ
る
0
:と 

'
も
角
滿
洲
事
變
を
契
機
と
じ
て
、
-'
日.
本
の
大
陸
政.
策
は
、..
決
定
的
前
進
を
示
す
^
と
，な
つ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
運
励
の
進
展
は
、
世
#
資
源 

r>
分
配
乃
至
は
世
界
殖
民
地
柯
分
剩
問
題
を
め
ぐ
ク
て
、
所
謂
，「

持
’て
る
.國1

.

と.「

持
た
ざ
る
國」

.の
對
立.
を
藤
成
し
た
。
米

。.ソ• 

英

*
佛
は

II
I
奪
に
®
し
、へ
獨
•#•
:

日
は
後
#
の
立
場
に
ぁ
る
と
考
へ
ら
れ
た.

0

そ

.1

.
て

「

持
た
ざ
る
國」

側
よ
り
の
現
狀
打
破
の
要 

.
浓
は
、
世
界
的
な
主
張
と
な
つ
た
。
か.
、
る.1

般
的
懷
勢
の
裡
に
白
滿
協
力
化
の
實
現
、
へ
さ
ら
に
牝
支
へ
，の
そ
の
波
及
傾
向
I.

日
• 

.

0

0

支
經.
濟
ブ.
ロ
ッ
ク
結
成
運
動
の
進
展
は
？
蔣
介
石
政
權
を
し
て
無
謀.
な
排
日
政
策
べ
向
は
'し
め
た
。
獨
特.
の
以
夷
制
夷
の
援
)1
]
に 

.

よ
つ
て
歐
米
列
珙
の
支
援
を
賴
む
と
共
に
、
對
內
的
に
は
徹
底
的
な
抗
日
思
想
の
宣
傅
に
よ
つ
で
、國
內
銃
一
の.
實
を
锻
げ
ん
と
し
念
。

こ
■の
^
策
は
異
常
の
成
功
を
收
め
た
。.
：漸
や
く
li
t
界
恐
慌
の
苦
況
よ.
り

脫

出

し

っ-\
ぁ
づ
た
歐
米
列
强
.
は
、
支
那
の
要
請
を
渡
り
に
舟. 

と
、
三
度
び
對
支
勢
力
の
挽
-©.
に
乘
り
出
し
た
。
と
と
に1

九
三
五
年
十.I

何
、
'支
那
幣
制
改
苹
に
對
す
る
ィ
ギ
リ
ス
金
融
資
本
の
援 

大
睦
政
策
の
搌
開
適
程
ニ
;

:
.

:

'
 
: 

. 

:

五

四

三

'(

•
一
八
八
一〕

.

.

,



大

隍

政

策

の

屁

開

過

程

3E
叫

因

C

一
八
八
ニ)

:
助
は
、'
そ.
の
最
た
る.
も
の
で
ぁ
る
ァ
'ァ
メ
リ
ヵ
、
>
 
シK

:

も
亦
，
夫
々
'自
己
の.
利
害
に
碁
い
て
。#
極
的
な
對
支
工
作
を
#
開
し
た
。 

1
九
1
1
1五
年
十
ニ
月
の
西
安
事
件
を_

機
土
す
る
國
典
合
作
の
脸
展
は
>.
.

支
那
に
お
け
る
抗
日
運
軌
を
全
國
的
に
，獷
大
し
た
,0
'
そ
の
必

然
的
結
艰
が1
九
三
七
年
七
月
の
北
支
事
變
の
勃
發
で
ぁ
る
。
，

.、
，

.

:
* '

 

•
-

 

-

 

-

 

.

-
事
變
當
初
に
お
け
る
日
本
の
木
擴
大
方
針
に
も
拘
'ら
ず
、
..支
那
侧
の
計
畫
的
抗
戰
は
、.
遂
に
日
支
の
全
面
的
衝
突
を
招
，

S
.

た
。
英

，

,

怫*

米

•

ソ
各
列
强
の
軍
事
的
•
經
濟
的
對
支
援
助
：に.
杭
し
つ
1
、
日
本
は
國
內
戰
.時
體
制
の
强
化
を
基
磔

に
、
' .擧
國
的
な
戰
_
に
入 

つ
た
0
藤
變
の
進
展
と
、日
本
の
建
設
的
態
度.
の
表
明——

東
亜
新
秩
序
の
建
設
、
束
>3.
協
同
體
の_
樹
立
等
の
主
張
は
、
迂
餘
ll
fi
折
の
後 

に
、
支
那
側
に
お
い
て
も
汪
精
衞
抚.
一
派
の
和
平
救
國
運
動
の.
生
誕
を
誘
起
し
た
0
去
る
三
月
三
十
日
の
新
國
民
政
府
の
南
京
遛
都
、
 

さ
らg

八
ル
三
十「

日
の
阿
部
大
使
，
汪
精
衞
間.
の
日
支
南
京
會
談
の
成
立
を
以
つ
て
、
日
支
事
變
は
新
段
階
に
.入
つ
た
か
の
觀
が
ぁ 

k

 

1方
茁
慶
政
府
の
ー
自
暴
'的
抗
戰
は
現
在
な
ぼ
繼
績
中
で
ぁ
る
0.
南
京
新
政
府
と
の
聯
携
を
樞
軸
に
、
や
が
て
具
！i

化
さ
れ
ゆ
く
新 

衆
3{
1
建
設
の
遝
動
の
前
に
、:
覺
醍
か
瓦
解
か
\
蔣
政
權
の
：運
命
の
決
す

.
る
の.
も
間
も
な
い
事
で
ぁ
ら
ぅ
0

.

.

こ
の
間
' 
咋
年
九
月
に
は
じ
ま
る
歐
洲
戰
爭：

の
急
速
な
展
開
■は.
、.
必
然
極
東
べ
も
影
響
を
及
し
た
。
交
戰
國
の
對
支
援
助
力
の
減
退 

は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ッ
の
赃
倒
的
勝
利
と
、
オ
ラ
ン
ダ
、.
フ
ラ
ン
ス
の
1潰
滅
は
V
蘭
印
*
佛
印
問
題
の
發
生
を
も
た.
ら
し
た
。
 

ァ
メ
リ
力
の
反
0
的
態
度
の
硬
化
、
，對

.E

經
濟
的
鹏
迫
：の
强
化.
と
弗
に
、
南
方
地
域
に
對
ず
る
日
本
の
經
濟
的
關
心
は
高
ま
ら
ざ
る
を 

*#
众
い
0
蘭
印
。佛
印
地
方
を
含
め
て
の
'日
本
の
南
方
政
策
は.
、俄
か
に.
そ
の
意
義
を
重
大
化
し
た
0
最
近
論
じ
ら
れ
る
大
來
歷
ハ
榮
圈 

樹
立
(0
思
想
は
、,
廣
く
こ
の
地
方
を
包
含
し
て
の
、
衆
頭
經
濟
圈
の
確
立
：を
第一

次
的E

標
に
，す
る
に
外
な
ら
な
い
。

こ

、
に
お
：い
て 

大
陸
政
策
はT

大
轉
換
期
に
遭
遇
す
る
と
見
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
0
か
V
る
新
事
態
の
下
に
、.
'大
陛
政
策
は
今
後
い
.か
な
る
展
開
を
示 

ず
で
あ.
ら
う
.か

，0
そ
の
檢
討
は
本
稿
結
末
に
讓
る
？ 

V 
:
■

.

'
:

;
•

開
國
以
來
の
日
本
の
對
外
發
展
活
動
が5

か
な.
る
必
要
に
恶
づ
い
て
遂
行
さ
れ
、
そ
の
實
行
の
過
程
に
お
い
て
、
わ
が
園
内
外
の
情
 

.
勢
の
變
革
に
ょ
り
、

い
か
な
る
方
问
に
進
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
か
は
、
前
項
に
述
べ
た
所
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
と
思
ふ
。
初 

期
に
お
け
る
邊
境
の
'防
備
を
主
眼
と
し
た
守
勢
的
立
場
か
ら
、
，主
と
し
て
わ
が
國
の
そ
の
後
の
經
濟
的
發
展
を
极
據
と
し
、
併
せ
て
諸. 

先
進
列
强
の
攻
勢
：に
抗
す
る.
た
め
の
對
抗
的
態
度
へ
の
轉
換
、
所
謂
大
陸
政
策
採
用
の
必
然
化
と
そ
の
.擴
大
的
發
展
は
、
時
代
的
に.
幾 

多
の
波
瀾
を
胎
み
っ
k
Î
、
っ
い
に
今
日.
の
大
衆
55
共
榮
圈
樹
立.
の
：主
張
に
ま
で
進
展
し
て
來
た
と
見
る
事
が
出
來
る
0
具
體
的
に
は 

そ
れ
は
朝
鮮——

滿
洲——

友
那
、
さ
ら
に
現
在
で
は
南
方
領
域
を
含
め
て
の
活
動
へ
と
擴
張
の
澀
過
を
迪
り
來
つ
た
。
大
陸
政
策
の 

主
要
對
象
が
滿
洲
並
汉
に
支
那
本
土
に
あ..つ
た
事
は
い
ふ
ま
で
%•
な
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
0
足
場
と
し.
て
朝
鮮
の
確
保
に
發
展
期
， 

日
本
の
異
常
の
努
ヵ
が
拂
は
れ
た
事
は
否
定
^
來
な
い
。」

日
韓
併
合
に
い
た
る
ま.
で-
、
明
治
時
代
の
全
期
胄
を
通
じ
て
、
-H
本
の
對
外 

活
動
のE

標
は
、
常
に
朝
鮮
に
向
け
ち
れ
た
と
言
ふ
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
併
合
以
後
の
朝
鮮
經
營
は
、
大
陛
政
策

の
■
礎
的
部
面
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
$>
*.
る
。
こ
と
に
そ
れ
が
日
本
の
1:
も
有
カ
な
る
外
他
た
る
點
に
お
い

-  

. 

■ 

.
 
, ..+•

て
、
日
本
の
朝
鮮
經
營
の
歷
史
的
經
過
を
願
み
る
.
難
は
、

一
っ
に
は
大
陸
政
策
の.
现
實
的
樣
相
を
知
る
上
に
、.
ニ
っ
に
は
日
本
の
外
地. 

運
營
の
實
相
を
把
搌
す
る
^
め
に
、
意
義
深
き
も
の
が
あ
る
。
，

. 

■ 

• 
. 
.

•
- 

■本
顼
に
お
い
て.
は
こ
の
襯
點
に.
寒
い
：て
、

わ
が
國
の
外
地
的
發
展
の
檢
討
を
、主
題
に

> 
.併
.合
以
後
の
朝
鮮
經
濟
發
展
の
傭
を
考
察
す
‘
 

る
#
と
し
ょ
ぅ
。
今
一
っ
の
日
本
の
主
要
外
地
た
さ.
豪
灣
に
っ
い
て
も
'
同
樣
の
琪
情
は
、
む
ろ
ん
多
分
の
特
殊
性
を
藏
し
っ
x
も
、
 

充
分
に
指
摘
さ
れ
る
。.

ぞ
れ
に
關
し
て.
は
拙
稿「

臺
灣
經
濟Q

外
地
的
性
格

」
(

三
田
學
界
雜
誌
本
年
度
九
月
號
所
載

)
.

を
參
照
さ
れ
度

r  
o 

-  

■ 

'

•

ン
大
隍
政
策
の
掘
開
過
稆
， 

k
四

五

P
八
八
三
.

〕

.



大
塍
政
策
の
展
開
過
程
i 

五
四
六

2

八
八
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• 
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- 
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.
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- 

. 
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•

.
明
^
十.
年
代
よ
り
、.
內
地
に
於
け
る
綿
絲
紐
績
業
を
中
•心
と
す
る
輕
工
業
部
門
の
顯
著
な
る
發
展
が
、
早
く
か
ら
外
部
市
場
の
獲
得

を
必
耍
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ.
た
事
情
に
ら
い
.て
は
前
述
し
た
-°.
こ.
の
目
的
の
た
め
に
朝
鮮
は
最
適
の
領
域
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
陸
へ

.
の
發
展•
の
极
據
地
と
し
て
、
，換
言
す
れ
ば
大
陸
政
策
遂
行
の
•
た
め
の
足
場
と
し
て
、
朝
鮮
の
確
.-

^
こ
そ
先
決
要
件
と
目.
さ
れ
た
。
こ.
の•

頃
よ
り
朝
蛘
rc-
對
す
る
日
本
の
政
治
的
•
經
濟
的
活
動
は
活
撥
に
展
開
さ
れ
た
。
淸
國
は
じ
め
歐
來
諸
列
强
と
の
杭
^
を
續
け
^
ら
、
,

日
本
の
，朝
鮮
工
作
は
優
勢
！！
に
進
め
ら
れ
た
。‘
そ
の
た
め
に
は
日
本
は
國
運
を
賭
し
て
の
日
淸
.

•

日
露
の
ニ
大
戰
爭
を
さ
ヘ
辭
さ
な
か

つ
た
の
で
あ
る 
0.
..,

.

.

.

.

ぐ 

.

ニ
大
戰
爭
に
お
け
る
赫
々
た
る
勝
利
は
、
朝
鮮
問
題
に
關
す
る
限
り
、
明
治
四
十
三
年
の
日
韓
併
合
と.
い
ふ
華
々
し
い
實
を
結
ん
だ
。

總
條
府
の
開
設
に
よ
り
、
そ
の
指
導
の
下
に
朝
鮮.
の
經
濟
的
開
發
が
進
め
ら
れ
た
。
*
ろ
ん
そ
れ
は
內
地
の
必
要
に
順
應
す
ベ
.き
方
向

.
を
外
，づ.
れ
て
'は
な
ら
な
か
'っ
た
。
卽
ち
エ
業
製
品
の
馓
路
と
し
て
g
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
も
增
し
て
、.
食
糧
•
原
料
供
給
地
と
し
て

の
役
割
の
檐
當
で
あ
る
。
'總
督
府
は
徹
底
し
た
農
業
化
方
針
を
採
っ
た
。
そ
れ
は
當
然
反
面
に
お
い
て
、
反
工
業
化
政
策
の
遂
行
を
意

味
ず
る
。
こ
の
事
は
又
當
時
の
，朝
鮮
經
濟_

體
が
極
め
て
低
度
の
階
程
、
換
言
す
れ
ば
粗
放
的
な
農
業
を
主
體
と
す
る
原
始
產
業
段
階

■■
:
に
あ
つ
た
、
め
の
^
然
的
運
命
と
も
見
ら
れ
る.
P
.

少
く
，と
'̂

滿
洲
事
變
に
い
た
る
ま
で
、
朝
鮮
經
濟
の
運
行
は
、
米
を
中
心
と
す
る
食.

•
糧
の
供
給
、'
そ
の.
他
僅
か
な
が.
ら
も
、
數
種
の
鑛
V

-X
資
源
の
提
供
を
軸
と
し
て
營
ま
れ
来
っ
た
。
就
中
、
.米
作
は
後
述
す
る
產
米
增

植

nt
厳
に
も
見
ら
れ
る
如
ぐ
、
朝
鮮
に
於
け
る
單T

產
業
と
し
て
、
疋
に
中
樞
时
存
在
セ
あ
つ
た
。
|
米
の
朝
鮮」

は
.戟
ニ
十
年
來
の
通

り
言
葉
で
も
あ
.
っ
たo.
朝

鮮

經

濟€>
外
地
的
！

i

格
ゆ
こ
，の

點

に

如

實

に

示

さ

れ

る

.0.
'
.

t
JD.
朝
姅
經
濟
が
近
代
.化
：へ
向
つ
てg

轉
，換
を
！

1

始
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
以
降
の
事
で
あ
る
。
滿
洲
取
變
の
勃
發
と
滿
洲
國
の
成
'

* v.-'、' ■■■■パ...‘ ■ . へ ， ；. . . ■

立
、
..引
續い
て
のcr

滿
經
濟
ブa

.

ッ
.'ク.
形
成
の.
運
動
は
'「

大
陸
政
策
據
點J

と
し
て
の
朝
鮮
の
役
割
を
重
大
化
し.
た
。
.こ
の
窜
情
に
應
..
 

匕
て
、

朝
肺
の
エ
業
化
問
題
，が

.
前
而
に
狎
レ
出
さ.
れ.
た
0
こ
(0
傾
简
は
汩
本
の
金
铒
禁
±
斷
行
に
基
づ
く
.、

内
地
資
本
の
進
出
誘
導
に 

ょ
つ
て
1
層
刺
戰
さ
れ
た
？
さ
ら
に
'朝
鮮
內
部
に.
お
け
る
水
力
發
電
の
技
術
的
革
命
は
*
工
業
化
の
有
力
な
物
的
■
礎
と
な
つ
た
。

.
こ
の
時
期
ょ
り
北
鮮
に
於
け
る
新
興
化
學
エ
業
を
中
心
に
、
躍
進
的
な
エ
業
办
發
展
が
展
開
さ
れ
る
の
で
ぁ
る
°-
し
か
も
わ
が
國
食 

糨
問
題
の.
見
地
ょ
り
、
既
成
產
業
た
る
農
業
の
維
栎
を
も
企
圖
し
て
、.「

奥
エ
併
進」

が
朝
獄
經
濟
の
採
る
ベ
き
進
路
と
な.
つ
た
=
.

B
支
事
變
の
：勃
發
、
束
逝
經
濟
ブ
ロ
ッ
グ
運
動
の
進
展
は
、
益
々
朝
鮮
經
濟
の.
持
つ
使
命
を
し
て
重
要
な
ら
し
め
た
。
今
や
そ
れ
は. 

「

大
陸
典
站
遞
地」

と
し
て
、
■或
は
大
陸
經
濟
圈
と
日
本
本
土.
と
を.
結
ぶ
重
要
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
。
ル
ー
ト
と
し
て
、
絕
對
に
無
視
汛
來 

ぬ
存
在
と
な
つ
た
OV 

■  

\ 

.

‘
か
、
る
も
の
と
し
て.
の
朝
鮮
經
濟
0.
地
位
を
檢
討
す
る
に
は
、そ.
の
歷
史
盼
發
展
の
具
體
的
經
過
に
つ
い
て
の
考
察
を
必
要
と
す
る
0 

併
合
以
來
の
朝
鮮
經
濟
の
開
發
は
、
日
本
經
濟.
の
求
む
'る
所
に
し
た
が
つ
て
、
，
い
か
な
る
道
程
を
步
み
來
つ
た
か
、
そ
の
實
續
の
概
觀 

に
移
ら
う
。 

■

 •

 

■

,

.

 

•
 

-

 

•

'

.

デ

.

.

.

.

 

.

日
本
の
朝
鮮
に
對
す
る
關
心
は
、
夙
に
朋
治
十
年
代
ょ
り
深
茜
な
る
も
の
识
ぁ
つ
た
と
い
ふ
事
凼
か
ら
、
併
合
後
の
そ
の
經
濟
開
發 

.
の
戡
礎
的
條
件
は
*
旣

に
早
-<
か
ら
扶
殖
さ
れ
來
つ
た
も
の
と
見
る
第
が
出
來
る
。
か
k
る
意
味
に
お
い
て
の
、
.併
合
前
に
お
け
る
日 

.
本
の
對
鮮
工
作
の
表
現
を
、
わ
れ—

は
第一

銀
行
支
店
の.
活
躍
と
鐵
道
の
敷
設
に
見
出
し
得
る
。：

明
治
初
期
に
お
い
て
、.
韓
朝
の
幣 

制
は
紊
亂
し
、
そ
の
貨
幣
價
値
の
動
榣
は
、'韓
國
貿
’易
の
發
展
に
#:
ひ
對
外
取
引
上
'の
不
安
を
大
な
ら
し
め
^

•こ
と
に
最
大
多
數
を 

占
め.
る
日
本
商
人
の
苦
痛
は
遊
大
で
ぁ
!)-
'.
明
治
十
一
年
第一 .

銀
竹
釜
山
支
店
の
開
設
を
誘
致
す
る
に
い
た
つ
た
。
•同
銀
行
は
有
能
な 

活
動
，を
續
け
、.
韓
國
海
關
稅
の
取
扱C

明
治
十
六
年
以
降)

地
金
銀
の
買
入
れ
、.
韓
國
政
府.
へ‘の
貸
上
金(

共
に
明
洽
十
七
华
以
降)

火
陸
政.
策
の
掘
開
過
程
-

.

.

五
0
七

， c
i

八
八
五〕

，

-

s
革 
if-

驀 rwma-flf t 

家

a 

昏



:
大
駿
私
？

展
開
過
程.

'
:
'

' 

■

五

四

八

(

一
八
八
六〕

等
、
特
踩
業
務
の..
擔
當
に
上
つ
て
，
勢
カ
を.
擴
張
し
た
:0
そ
の
後
顧
國
の
幣
制
整
理
に
つ
い
て
、
同
行
は
適
切
な
方
策
を
遂
行
し
、
遂 

に
明
治
三
十
八
^
の
幣
制
改
苹.
;c
際
し
て
、
日
本
貨
幣
制
度
の
採
用
を
導
入
ず
る
と
共
I
、
韓
國
中
央
銀
行
と
し
て
の
他
位
に
’
で
.到
/ 

達
し
た
。
明
治
四
十
二
^..
の.L

韓
國
銀
行」

の
成
立
に
よ
つ
て
、
^

一.
銀
行
は
こ
れ
に
中
央
銀
行
と
し
て
の
業
務
を
謙
り
、
_
ら
は
一 

普
通
銀
行
.の
地
位
べ
と
斯
退
し
た
'|
0
し
か
も
明
治
十1

年
以
降
の.
同
行
，の
活
動
が
、
韓
國
財
界
を
そ
の
勢
ヵ

1|
に
榷
き
込
み
、
こ
と
に. 

日
本
と
共
通
な
货
幣
制
度
の
確
立
を
導
い
た
事
ば
、
日
本
の
對
鮮
進
出
の
た
め
に
、
强
カ
な
る
地
盤
を
築
い
た
も
の
と
評
憤
せ
ら
れ
る
。

鐵
道
敷
設
に
つ
い
て
は
、.•
明

.治

ニ

十

七
年
、
韓
國
か
內
政
改
革
に
關
す
る
條
款
の
締
結
に
際
し.

日
本
は
京
城
•
仁
川
間
及
び
京
城
* 

签
山
間
のI

一
鐵
讓
益
を
取
得
し
た
七
こ
の
訃
霞
歐
米
諸
國
の
妨
害
に
よ
つ
て
一
時
頓
座
ぶ
餘
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
內
地 

m
業
家
©
活
動
は
、
か
、
る
隙
^
を
排
除
し
て
、
京
仁
線
は
三
十
ニ.
年
よ
り
、
京
签
線
は
三
十
八
年
に
い
た
つ
て
開
通
し
た
.0
R
本
の 

資
本
と
人
的
婴
素
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
こ
の
近
代
的
交
通
竽
段
め
移
入
は
、
、日
本
の
經
濟
的
勢
力
抉
殖
の
た
め
.に
荷
力
な
极
據
と
な
つ 

衣
。
又
そ
の
政
治
上
•
軍
祺
上
£
思
義
k
頗
る.
大.
で
あ
つ
た
。

.

‘

上.
述
の
如
き
準
備
エ
作
の
後
に
、
ほ
韓
併
合
は
實
現
さ
れ
た
0
朝
鮮
經
營
の
本
格
的
活
動
は
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
併

合
後
の
朝
鮮
經
濟
罌
の
主
流
が
、
農
業
じ
镫
か
れ
た
事
は
旣
に
指
摘
し
た
。
し
か
も
當
時
の
狀
況
よ
り
す
れ
ば
、
近
代
的
經
濟
的
組

織
の
移
植
に
際
し
て
、.
農
業
生
產
物
そ
の
も
の
よ
り
も
、

そ
の
戡
礎
と
な
る
土
地
自
身
が
ま
づ
.對
象
と
し
て
選
ば
れ
た
。
そ

の

た

め

に

1
土
也
：!)
|-
宿
1
の
確
定——

土
地S

度
め
確
立
が
先
決
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
そ
の
後
の
凡
ゆ
る
經
濟
的
活
動
の
緊
要
な
る
前
提
條

*

件
に
外
な
ら
叙
か
つ
た
。

か
く
し
て
併
合
鹿
後
べ
臨
時
土.
地
調
茶
局」

.

が
設
け
ら
れ
、.

大
規_

な.
土
地
調
莶
琪
業.
が
肋
始
せ
ら
れ
た
0

こ
の
大
第
業
は
八
年
十 

ケ
月Q

歲
月
と
11

千
四4

-

餘
离
圓
の
1

費
を
費
し
：て.
、.
.
大
:£-

七
#

に
^ -

成
し
た
。
こ
の
結
见
近
代
的
な
土
地
私
省
制
度
の
設
立
が
敎
说
>

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
土
地.
集
中
化
の.
補
向
が
'促
進
さ
れ
た
。
從
前
の
大
土
地
所
有
者
た
'.る.
貴
族
階
級
に
代
っ
て
，
內
地
事
業
家 

が
自
覺
し
い
進
出
を
示
し
た
|?
は
當
然
で
あ
る
。
，こ
の
土
地
調
査
事
業
'9
兒
成
は
、
定
額
金
納.
の
租
税
制
度.
と
相
俟
っ
て
、
潮
鮮
農
業 

の
近
代
化
を
招
い
た
。.
農
業
坐
產
物
の
商
品
化
過
程
は
急
速
に
進
行
し
、
生
產
數
量
の
增
加
と
共
に
內
地
移
出
の
傾
向
が
助
長
さ
れ
た
。 

大
疋
九
年
に
：樹
立
さ
^.
た.「

產
來
增
蔽
計
遨」

.
は
、
上
述
の
如
き
'縱
盤
を
得
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
..

し
か
も
概
括
的
に
は
、
併
合
ょ
り
大
JH
九
年
に
い
た
る
ま
で
の
間
は
、'朝
鮮
問
發
の
工
作
は
さ
ほ
ど
進
展
を
示
さ
な
か
っ
た
。
蓝
し 

そ
の
期
問
に
お
い
て
、

一

っ
に
は
日
本
經
濟
自
體
が
、
活
潑
な
る
對
外
地
經
濟
活
動
を
遂
行
す
る
に
充
分
な
る
餘
力
を
備
へ
て
ゐ
な
か 

っ
た
爲.
で
あ
り
、
ニ
っ.
に
は
朝
鮮
內
部
に
お
い
て
尙
盤
備
す
べ
き
多
く
'の
邀
礎
準
備
的
施
設
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
例
べ
ば
鐵 

道
航
路
：
通
信
の
売
備
、
或
は
度
激
衡
制
度
の
統
1
化
等
は
、

こ
の
观
間.
の
產
物
で
あ
る
。
且
っ
又
韓
國
關
稅
制
度
の
裾
遨
、
設
立
許 

可
生
義
に
迤
づ
く
會
社
令.Q

施
行
等
は
、
日
本
の
對
鮮
活
動
に
對
し
、
制
阪
的
要
素
と
な
っ
た
事
は
否
め
な
い
。
た
^
日
露
戰
郇
後
並 

び
に
歐
洲
大
戰
中
を
通
じ
て
の
‘
南
滿
洲
及.
び
支
那
本
土
に
對
す.
る
日
本
の
：積
極
的
進
出
に
對
し
て
、
大
陸
政
策
の
足
場
と
し
て
朝
鮮 

.
の
地
位
は
、
政
治
的
•
經
濟
的
に
確
走
化
さ
れ.
た
と
馬
る.
事
が
出
來
る
？
'
:

歐
洲
大
戰
の
影
響
に
ょ
る
日
本
經
濟
の
に
伴

^

朝
鮮
の
經
濟
も
著
し
い
發
達
を
具
-^
し
た
。
そ
の
產
業
の
稂
幹
は
依
然
と
し 

て
農
業
に
あ
っ
た
。
，當
時
內
地
に
於
け
る
急
速
な
る
人
ロ
增
加
と
エ
業
化
の
進,

は
、
每
年
四
'
五
酉
萬
石
の
米
穀
供
給
不
足
を
も
た 

ら
し
、'
米
價
の
奔
騰
を
惹
起
し
た
。

そ

こ

で

「

鮮
內
一
一
於
ヶ
ル
.來
ノ
需
要
增
加
一
一
備
へ
且
農
家
經
濟
ノ
向
上
ヲ
圖
リ
併
セ
.
テ
帝
國
食
糧 

問
題
ノ
.解

決一一資
セ
ン
ガ
爲J

-.
に
"

藤
業
領
域
朝
鮮
に
於
け
る
產
來
增
殖
計
畫
が
樹
立
さ
れ
、
大
疋
九
年
ょ
り
實
施
さ
れ
る
事
と
な
っ 

た
。
同
計
戴
に
し
た
が.
へ
ば
、
爾
後
三4-

箇
年
を
期
し
、
水
田
八
十
萬
町
歩
の.
改
良
搬
張.
を_

標
と
し
、‘.先
づ
第
！.期
と
し
て
十
五
箇 

年
間
に.
四
十1

1萬
七
千
五
百
町
步
め
土
地
改
良
事
業
を
完
成
し
、：
他
方
耕
種
法
の
改
善
と
相
俟
っ
て
約
九
1

I

十
萬
石
の
產
米
增
加
を 

ヒ
#
政
敗
の
風
開
過
程 

.

五
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九
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大
陆
政
策
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展
開
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計
リ
、
ひS
て
は
約
四.
：

rm

萬
石
の
移
出
カ
增
犬
を
企
圖
す
る
も
の
で
あ
つ
た.
0厂

‘
總
鄕
府
の
熱
心
な
獎
勵
に
も
拘
ら.
ず
、
計
畫
の
實
續
は
充
分
で
な
か
づ
た
。V

そ
れ
は
戰
後
の
反
動
期
の
惡
影
響
で
も
あ.
つ
た
が
、
許 

蕺
に
.邀
づ
く
總
督
府
の
抓
助
を
以
て
し
て
も
、
內
地
事
員
^
の
進
出
を
誘
引
す
る
に
足
る
だ
け
の
、
農
業
收
益
率
を
保
證
し
得
な
か
つ 

た
點.
に
根
本
的
の
‘原
因
’が
あ
つ
於
。
大
疋
ナ
5:-
¥
、
許
靈
は
觅
新
さ
れ
て.
第
ニ.
期
に
入
づ
た
。
.新
計
靈
に
ょ
れ
ば
昭
和
元
部
以
降
十
简 

年
.(

完
成
十
四
箇
年)

の
間
に
三
億
ニ
千
餘
萬
を
殺
じ
て
、

一

般
‘

Q

餅
作
法
の
改
善
を
計
る
と
共
に
、
三
十
五
與
町
步Q

 
土
地
改
，M
を 

行
ひ
、
約
八
百
十
六
离
汩
の
增
産
を
期
し
，た
。
：新
計
畫
に
お
い
て
は
、
總
督
府
の
補
助
獎
勵
は
1
段
と
擴
大
補
强
さ
れ
た
。
補
助
金
の 

増W

俄
利
，資
金
の
融
通
、：實
行
乃
至
代
行
機
關
の
設
置
等
が
そ
の
服
目
で
.あ
つ
た
。，
許
畫
の
實
緖
は
必
ら
ず
し
も
豫
期
通
り
で
は
な 

か
つ
た
が
、
と
も
如
く
従
前
ょ
,!
)-
は.
順
調
に
進
涉
し
、
来
穀
：の
品
質
は
向
上
し
、
そ
の
生
產
‘
移
出
額
比
共
に
增
加
を
迪
つ
た
。

內
地
移
出
の
增
大
は
、
内
地
食
轍
補
給
の
上
に
明
ら
が
に
實
献
し.
た
。
し
か
し
昭
和
五•

六
年
以
降
の
わ
が
國
米
穀
需
給
狀
態
の
好 

轉——

そ
の.
供
給
過
剩
の
傾
向
、
或
は
世
：#
恐
慌
下
、.
內
地
農
村
■
救
對
策
の
反
動
を
ぅ
け
て
、.
外
地
米.
統
制
が
問
題
化
し
た
。
朝
鮮 

產
米
增
植
訃
載
は
、
昭
和
九
哔
五
バ
を
以
つ
て
一
應
冇
切
り.
と
な
0
た
。
し
か
る
に
日
定
襄
變
の
勃
發
は
、事
情
の
搏
轉
を
識
致
し
た
0 

戰
時
下
内
地
へ
の

愈
！！

補

給

、
エ
業
化
の
進
展
し
行
く
鮮
內
都
市
人
ば
へ
の
食

_

供
給
增
加
、
さ
ら
に
乂
現
地
へ
の
軍
需
■米
輸
送
等
の 

諸
點.
ょ
り
、
朝
鮮.
產
米
は
戰
時
食
糍
政
策
の
一
環
と
‘し
て
、
新
た
に
重
要
な
る
意
義
を
獲
得
し
た
。
本
牢
度
に
は
じ
ま
る
新
規
計
幾
は 

こ
の
目
的
に
副
は
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

. ..

'■
•.
.

大
芷
九
银
以
降
の
上
述
の
棗

墦
殖
訐
靈
の
遂
行
ば
、
正
に
朝
鮮
經
濟
開
發
_の
樞
«
で
あ
つ
た
0-
米
作
の
改
炱
•
增
產
が
朝
蚱
業 

の
進
展
を
意
味
し
、
米
を
.中
心
ど
'す
る
朝
鮮
農
業
の
開
發
そ
.の
ま
、
が
、
全
朝
鮮
經
濟
の
發
達
過
程
で
あ
つ
.た
と
兇
ら
れ
る
。
米
縠
單
■ 

「
1

.農
業
I

農
業
單
.一
產
f-
と
し
.て
の
そ
の
道
程
に
.
旣
に
一
言
レ
た
如
く
、
,朝
1 .
經
濟
の
外
.地
的
性
格
が
明
自
に
指
示
さ
れ
る
。

詳

細

.(
1,
は
そ
の
他
(0.
農
業
生
產
物
に
っ
い
て
'.
或
は
そ
の
他
0..
諸
產
業
部
門
に
お.
い
て
*
そ
れ-
-̂
の
發
展
が
行.
は
れ
た
^
は
言
ふ 

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
概
觀
的
に
、.
大
正
九
'年
ょ
り
昭
和
六
年
にS

た
る
：ま
で
、
.
產
米
增
殖
II
*
畫
の
實
行
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
朝
鮮 

經
濟
の
態
様
は
、
芷
に
內
地
■へ
の.
食
糧
*
原
料
供
給
地
、
內
地.
工
業
製
品
の
販
路
及
び
か
、
る
關
係
を
菡
礎
と
し
.て
の
内
地
資
本
投
下 

市
場
と
し
て
の
姿
で
あ
っ
た
。
換
言
ず
れ
ば
日
本
の
有
力
な
る
外
地
と
し
て
、
內
地
依
#
市
場
と
し
て
の
典
型
的
な
發
達
が
、
こ
の
期. 

間
に
お.
け
る
朝
鮮
經
濟
の
様
相
で
あ
っ
た
。
大
芷
九
年
か
ら
の
會
社
令
の
微
駿
、
內
地
關
稅
法
の
適
用
等
は
、
明
か
に
ゝ
か
人
る
關
聯
促 

巡
の
効
艰
を
，も
っ
方
策
で.
あ
っ
た
。
歐
洲
大
戰
後
の
日
本
經
濟Q.

高
度
の
發
展
と
大
陸
政
策
の
推
移
は
、
内
鮮
經
濟
關
係
を
し
て
上
述 

の
如
き
方
向
へ
押
し
進
め
た
と
見
ら
れ
る
。

滿
洲
辦
變
の
勃
發
及
び
滿
洲
幽.
の
成
立
を
轉
，機
と
し
て
、.
朝
鮮
經
濟
は
新
段
階
へ
と
突
入
し
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
朝
鮮
經
濟
は 

景
：的
に
發
展
し
た
の‘み
な
ら
ず
、4
ら
に
日
滿
經
濟
ブ
B
ッ
ク
の
一
構
成
要
素
と
し
て
、
新
使
命
の
獲
得
へ
と
質
的
な
變
化
を
遂
げ
た
の 

で
あ
る
。
そ
の
骨
子
を
な
す
も.
の
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
的
產
業
の
飛
躍
的
發
展
で
あ

り

、
こ
れ
を
基
礎
に
朝
鮮
經
濟
の
地
位
.の
變 

革
が
觀
取
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
旣
述
の
米
殼
中
心
の
霞
農
政
策
は.
、

昭
和
五
.
•
六
年

ょ

り
の

內
地
に
お
け
る
食
糧
問
題
の

一

時
的
な
自
然 

的
解
消
及
び
滿
洲
琪
變
を
契
機
と
す
る
日
本
經
濟
の
膨
脹
に
應
じ
て

、
改
變
さ
る
べ
き
運
命
に
到
達
し
た
。
日
本
の
生
產
ヵ
擴
充
計
畫 

の
遂
行
は
、•

外
地
朝
鮮
に
於
：

b

る
資
源』

の
開
發
を
刺
戟
し
た
。
偶
々
朝
鮮
に
お
け
る
企
業
條
怦
の
有
利
性
は
、.
工
業
化
へ
向
っ
て
の
產 

業
政
策
の
轉
換
を
促
進
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ-
た
10,

昭
和
六
年
以
降
、
朝
鮮
の
工
業
生
產
額
は
必
然
的
に
著
し
い
增
尤
傾
向
を
东
し
た
。
農
業
生
産
力
の
停
滯
肷
態.
に
比
較
し
て
、
こ
の 

工
業
化
の
進
展
は
、
朝
鮮
經
濟
の
今
後
の
進
路
を
暗
示
す
る
に
足
っ
た
。

，そ
の
た
め
の
宿
力
な
根
據
を
形
成
し
た
も
の(

は
、
動
力
資
源
'の
活
潑
な
'る
開
發
で
あ
る
。
就
中
北
鮮
諸
、江
及
び
鴨
綠
江
を
利
用
し
て 

-
.
r
大_

政
策
の
展
軋.
過

程

■

.

.
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■
の
大
規
糢
な
水
力
發
電
計
载
の
實
施
は
、朝
鮮
に
新
た
な.
經
濟
活
動
領
域
の
誕
生
を
も
た
ら
し
t
o
こ
^
と
並
ん
で
、太
甴
山
地
帶
に
お 

零

：
:'
•

;

.

.

.
け
る
無
煙
炭
層
の
蓮
は
、.
有
力
な
る
火
力
發
電
i

礎
を
提
供
し
た
。
と
れ
ら.
動
力
資
源
の
供
給
眷
景
に
、
北
鮮
に
西
鮮
に
或
は. 

ノ 

：

中
鮮
に
工
業
の
擦
頭
は
目
覺
し
い

0
と
く
に
北
鮮
は
豐
富
な
電
力
資
源
と
港
灣
の
修
管
俟
つ
て
、
化
學
工
業
中
心
の
新
工
業
池
帶
と 

'

.

し
て
顯
著
な
發
達
を
示
し
た
。
そ
れ
は
又
北
滿
と
の
鐵
道
連
絡
の
開
澉
に
ょ
つ
て
、
日
>
鮮

。
滿
を
つ
な
ぐ
產
業
ル
ー
ト
と
し
て
の
役
*

割
を
も
獲
得
し
た
の.
で
あ.
る
？ 

...  

/

て
-.
-
' 
.‘

.
/
 

.  

ノ

-

.

■

か
く
の
如
き
近
代
的
產
業
の
霊
が
、
こ
の
期
間
か
ら
の
朝
鮮
經
濟
の
質
的
變
化
の
中
樞
を
な
す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
‘
そ
れ
は
副 

•

 

.
次
白
に
^
-̂

質
易
“
户
容
的
變
化
を
も
た
ら
し
た
. °
卽
ち
內
地
向
移
出
に
つ
い
て
は
食
糧
ロ
§
の
比
歡
傲
下
、
移
人
に
つ
い
て
は
工
業
^
'

:

品
の
減
退
に
代
つ
て
厲
及
び
概
料
製
品
の
増
加
が
觀
取
せ
ら
れ
る
。
か
、
る
關
係
の
變
貌
は
、
概
括
的
に
は
、朝
鮮
の
內
地
依
存
市
場 

一.；;

.

的
地
位
か
ら
の
離
脫
を
示
唆
す
令
褀
實
朝
鮮
自
體
の
第
三
國
向
輸
出
貿
易
も
增
進
傾
间
に
ぁ
る
0
し
か
し
と
れ
等
の
諸
事
情
を
以
つ 

¥. 

•

て

- '
餅
*
^
-

の
外
沒
性
格
の_

:
的
脫
却
を
俄
か
に
拖
斷
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
朝
鮮
8

化
の
進
展
過
程
そ
の
も
の
が
、
日 

寒
：
 

本
鼪
濟
の
要
求
に
沿
つ
た
方
向
に
外
な
ら
な
ぃ
か
ら
で
ぁ
る
。
滿
洲
藩
變
後
の
そ
の
エ
業
化
促
進
運
動
の
根
據
が
、
當
時
の
杓
外
情
勢. 

L

 

ノ 

、 

S

迫
に
應
じ
、
國
防
的
見
地
か
ら
す
る
の
日
本g

經
濟
的
要
求y

ぁ
つ
た
事
は
明
白
で
I

。
生
產
ヵ
麵
計
I
を_

参

る

軍

需
ィ
ン
フ
レ
の
進
行
、.
H

本
の
金
盗
制
停
止
に
ょ
る
圆
爲
替
相
場
の
卞
落
'
ァ
ゥ
ト
サ
ィ
ダ
i

場
設
立
の
可
能
性
或
は
積
極
的
な 

^ 

產

金

麗

S

が
、
內
地
資
木Q

進
出
に
對
す
る
有
力
な
誘
因
で
ぁ
つ.
た
。
そ
の
限
り
內
地
の
指
導
的
性
質
は
、
极
本
に
お
い
て
變
る. 

パ
..，：，
 

も
の
で
は
な
力
つ
た
。
を

靈

の

問

題

と

し

て

，
朝
鮮q

h

業
化
運
動
は
正
■

霞

で
.
ぁ
つ
た
。
そ
れ
は
朝
鮮
經
S

全

而

的

な
.

.

急
激.
な
變
堪
を
招
致
す
る
と
見
ら
”
.
.

ひ
ぃ
て
は
そ
の
自
立
性
れ
確
立
，
：內
地
經
濟
'ょ
い
の
離
脫
が
危
惧
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。

.

• 

內
地
の.

立
場
と
し
て
、

こ
れ.
を
放
任
す
る
譟
に
は
行
か
な
か
づ
た
。
朝
鮮
の
ェ
業
化——

そ
れ
は
內
地
の
必
要
に
沿
.ふ
眼
り
に
ぉ
ぃ

て
は
、
と
言
ふ
ょ
^
は
寧
ろ
日
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
內.
の
敏
性
的
發
展
と
し
て
は
、.
喜
ぶ
べ
き
事
で
ぁ
<>
た
0
し
か
し
^
:
外
の
情
勢
に
鑀 

.

-

: '.
.

■
み
、
：朝
鮮
農
#
の
停
滞
、
こ
と
に
米
作
の
減
退
^
^

過
出
來
な
か
っ
た
°.
新
事
態,

應
じ
た
朝
鮮
經
濟
の
搏
編
成
が
耍
望
せ
ら
れ
た
。.
.

S

V

:

.

.

昭
和
十I

年
秋
、
總
廣
府
は
京
域.
に

「

朝
鮮
產
業
經
濟
調
莶
會」

を
開
催
し
、: .
前
記
の
要
望
に
答
へ
て
"
今
後
の「

朝
鮮
產
業
經
濟
開 

一y

 
'

 

.

發
二
關
ス
ル
二
般
方
針j

を
射
議
決
觉
し
た
。
.
.
.

K

 

•
.

そ
れ
はr

览
始
產
業
中
心
方
策
ョ
リ
多
齡
廣
汎
ナ
ル
產
業
ノ
合
理
的
發
展
方
®
ニ
轉
換」

す
べ
き
鄯
を
指
摘
し「

畠
ホ
ニ
^
フ
ノ1

，
面
，

蹒
他
の
諸
產
業
姝
一
一
描
籃
時
代
一

v

在
ル
鑛.
•.
工
業
！一
付
テ
ぐ
、.
其
ノ
飛
躍
的
振
興.
ヲ
期
ス
べ
キ」

と
し
て
、r

農
工
併
進」
を
以
て 

'
 

•

要
諦
と
し
た
タ
飿
來
朝
鮮
經
營
は
こ
の
根
衣
原
則
に
し
た
が
っ
て
進
め
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
と
も
角
滿
洲
事
變
ょ
り
今
次
蕻
變
に
い
‘.

,

 

た
る
期
卯
に
お
^

^

朝
鮮
經
濟
は
正
し
く
旣
述
の
如
き
革
新
的
發
展
を
經
過
し
た
广
そ
の
問
に
お
け
る
大
睦
政
策
の
決
定
的
前
售
に 

》

>

.
:

.

 

應
じ
て
、
そ
の
摅
點
と
し
て
の
使
'命
に
基
づ
き
、
同
時
に
又
日.
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
の
ニ
敦
と
し
て
の
役
割
の
擔
當
に
ょ
っ
て
、
朝
鮮
經

7.;'
 

.

 

•

 

-

 

.

 

.

.

.

.

.

 

•

.

 

濟
は
注
N
す
べ
き
展
關
を
示
し
た
の
で
ぁ
る
。
か
く
て
そ
れ
は
大
陸
兵
站
基
地
と
し
て
の
地
位
の
獲
得
に
向
っ
て
の
前
進
態
勢
を
盤
へ.

' 

\

ぎ 

.

 

日
支
邬
變Q

勃
發
は
、

こ
の
趨
勢
，を
助
長

o
促
進
せ
し
め
た
。
そ
れ
は
又
朝
鮮
經
濟
に
對
す
る.
日
本
の
指
導
牲
の
强
化
を
隨
伴
し
た
。
。

I
.

'
.

.

(

漆
變
勃
發
後Q

顯
蒂
な
傾
向
と
し
て
、•.
内

鮮「

體
化
或
は
內
地
延
長
主
義
の
進
展
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
。.
朝
鮮
經
濟Q

.

進
路
は
、
こ 

•

•

の
線
に
沿
っ.
て.
の
み
方
，，M

づ
け
ら
れ
た
。.

旣
述.
の「

朝

鮮

產

業

經

濟

開

發

ー

一

關

ス

ル

I

般
方
針」

の
決
宛
は
、
か
、
る
方
向
採
擇
に
っ
い

て
苻
ヵ
な
る
指
針
と
な
0.
た

.0「

農
エ
併
進」

を
旨
と
す
る
該
方
針
は
、
旣
成
產
業
た
る
濃
業
の
維
持
ど
エ
業
化
の
進
展
と
の
合
现
的
調.

、
 

盤
を
中
心
に
、'朝.
鮮
經
濟
の
：#
編
成
を
意
圖
し
た
。
い.
は
：ぐ
そ
れ
は
苽
蓝
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
朝
鮮
の
地
理
的
及
び
资
源
的
地
位
の 

V

 

確
認
で
ぁ
っ
た
。
こ
と
に
外
地
朝
鮮
に
對
す
る
內
地
の
要
求
ょ
り
す
れ
ば
、
大
陸
政
策
據
斷
と
し
て
の
朝
鮮
の
地
位
の
確
宛
化
が
必
要

■
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大
陸
政
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.

.

.

.

-

で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
は
內
地
經
濟
の
趣
長
を
稂
幹
と
し
て
、
大
陸
英
站
甚
地
讷
性
格
の
赋
與
が
耍
孽
せ
ら
れ
た
。

大
陸
作
戰
に.
際
し
て
、
軍
事
的
稂
據
地
と
し
て
の
朝
鮮
の
意
義
は
、も
は
や
■決
足
的
で
あ
る.
o.
し
か
も
經
濟
的
部.
面
に
つ
い
て
も
、戰 

時
の
：物
惙
補
給
の
み
な
ら
ず
、
平
時
に
#
い
て
も
こ
れ
を
顧
保
す
る
施
設
の.
樹
立
：が.
要
請
さ
れ
る
事
と
な
つ
た
。
戰
時
產
業
の
夺
時
に 

.
お
け
る.
維
持
を
目
標
と
し
て
、
.大
陸
0
產
業
配
分
0 .
決
定
が
必
須
と
見
ら
れ
る
に
5
た
つ
'た〕

内
鮮
'1

體
化
傾
向
の
助
長
と
共
に
、
適 

地
霞
業
ボ
義
0-
概
念
が
、..朝
鮮
經
營
の
指
導
原
則
と
だ
つ
に
。
そ
れ
は
又
大
陸
英
站
恶
地
的
役
馨
當
の
理
論
的
极
底
を
形
成
し
た
。 

豐
富
な
る
原
料
、
動
力
、
勞
働
力.
の
提
做
を
背
景
と
ず
る
朝
鮮
經
濟
の
為
編
成
む.

こ
の.
原
则
に
即
し
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な. 

い
。
例
へ
ば
食
糫
問
題
の
見
地
ょ
り
は
、
米
の
補
給
を
雄
持
し
、
：軍
需
的
必
耍
か
ら
は
is
•
化
學
工
業
、
鑛
山
業
等
の
發
雄
を
助
成
す 

る
が
如
き
で
あ
る
'0
^
れ
ら
は
い
づ
れ
も
'內
地
と
の
1
貫
的
政
策
の
下
に
行
は
る
べ.
き
性
質
の..も
の
に
外
な
ら
な
い
。

.

.

事
變
の
進
展
は
叙
上
の
傾
向
を
着
實
、に
貧
賤
化
し
た
。
內
地
に
お
け
る
事
變
對
策
の
.運
用
に
相
應
じ
て
朝
鮮
に
も
同一

方
策
の
採
用 

.
が
進
め
ら
れ
た
0
金
融
”
物
價
•
貿
易
、
產
業
の
各
部
商
に
百
一
つ
て
、.
內
鮮
|.
臌
化
の
色
彩
は
濃
厚
と
な
つ
た
。
と
X
に
昭
和
十
三
屯 

ニ
月
以
降
必
重
要
產
業
統
制
法
の
朝
鮮
に
對
す
る
適
用
は
、
m
時
經
濟
銃
制.
の
朝
鮮
へ
の
波
及
を
具
體
化
し
た
。
こ
の
點
で
外
地
的
特

殊
性
のI.

角
が
さ

ら

に

脫
落
し-
た
と
見
ら
れ
る
。
日
本
の
物
動
計
畫
も
內
鮮
T
貫
性
を
根
據_
と
し
て
ゐ
る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

.
 

.
 

■
 
•
 

: 

-

內
鮮.I

體
化
を
實
現
し
乍
ら
事
變
下
の.
朝
鮮
經
濟
は
活
況
を
呈
し
つ
、
あ
る
。
農
業
の
好
調
、
鑛

。
エ.
業
の
發
展
、
水
産
業
の
殷
振 

等
、
昭
和
十
二
年
下
半
期
以
降
好
況
期
を
持
續
し
て
ゐ
る
。.
米
作
、
大
ーn

r
麥
類
の
豐
作(

但
し
咋
弗
度
の
米
作
は
不
作〕

は
、
日
本 

-
の.
戰
時
食
糧
補
充
に
大
な
る
貢
献
を
與
へ
、
棉
花
の
增
產
は
內
地
の
不
足
を
幾
分
な
り
と
も
充
た
す
に
足
り
る
。
鑛
業
は
產
金
獎
働
、
 

特
殊
鑛
開
發
針
蕺
か
餿
行
を
中
心
と
し
て
、
未
曾
有
の
隆
昌
を
示
し
つ
V
あ
る
。
水
飯
業
の
活
躍
も
®
々
し
く
'
食
糧
或
は
製
油
原
料 

と

し

て

寄
與
す

る

所
少
く

な

.

し
か
し
好
況
の
'根
#
を
な
す
も
の
は
、'何
ょ
o
も
工
業
の
躍
進
的
膨
脹
で
あ
^
。
日
本
の
虫
產
ヵ
擴
充
^ '
蔹
、
國
防
庳
業
％
立
の
努 

力
に
順
應
し
て
、.
そ
0
新
設
，
擴
張
は
相
次
い
で
行
は
れ
た
。
化
舉
丁
；業
、
金
樹
工
業
を
主
體
と
し
て
工
業
生
產
額
は
一
：犄
の
增
大

を 

.
示
し
、

昭
和
士
ー
年
に
は
九
億
五
千
九
反
萬
圆
、
同

十

三

年

に

は

十

一

億
四
，千
萬
圓
の
..
巨
額
を
記
錄
し
た
o
こ
の
事
實
に
つ
い
て
は
，
 

旣
に
述
べ
た
如
く
水
カ
發
電
の
大
規
模
開
發
を
' *
礎
と
す
る
北
鮮
エ
業
地
帶
の
：興
隨.
が
、
最
大
の
理
山
，を
形
成
す
る
0
空
中
窒
素
工
業 

を
は
じ
め.
と
し
て
、
州
腊
エ
業
、
，石
炭
液
化
エ
業
等
の
勃
興
が
擧
げ

^:
れ
る
0
む
ろ
ん
北
ハ
他
の
各
種
エ
業
を
含
め
て
、
朝
鮮
全
體
と
し

-

て
の
進
展
も
活
潑
で
あ
る
。

.

:.
: 

. 

'

.
 

■

..

各
地
方
そ
れ
ぞ
れ.
の
立
地
條
件£

遊
づ
い
て
、
地
方
的
集
中
の
傾
向
も
著
し
い
。
例
へ
ば
前
記
の
兆
鮮
地
方
に
は
動
力
。
原
料
關
係

’

の
工
業
が
擡
頭
し
、
中
部.
の.
京
畿
道
に
は
浒
费
材
エ
業
を
中
心
にr

般
X
業
の
發
達
が
見
ら
れ
る
。
旣
成
の
紡
續
工
業
の
擴
張
の
み
な
'

ら
ず
、，
食
料
品
工
業
、
機
械
器
具
工
業
等
が
そ
の
、壬
な
る
も
の
で
あ
る

0.
こ
れ
は
同
遨
內
の
京
城
、
仁
川
が
交
通
の
要
衡
た
る
と
共
に
、

•
 

同
地
方I

#

がI.

大
消
費
地
た
る
必
然
の
結
艰
で
あ
る
。
そ
の
外
、
慶
尙
道
は.
產
繭
關
係
、
平
安
南
道
は
石
炭
關
係
、
赀
海
道
は
鑛
產 

(

鐵)

關
係
を
戡
礎
に
、
各
々H

業
的
發
展
の
過
程.
に
あ
る
。
或
は
叉
各
地
に
お
け
る
特
殊
鑛
山
の
開
發
助
成
、
產
金
獎
勵
に
恶
づ
く
金 

縄
エ
業
の
發
達
も
見
逃
せ
ぬ
#
在
で.
あ
る
。
•こ
の
エ
業
化
の
促
進.
は
貿
易
の
躍
進
を
誘
致
し
、
當
然
輸
出
額
の
增
加
が
と
く
に
顯
蕃
で 

あ
る
。
し
か
も
厘

.々
指
摘
し.
た
如
く
、
こQ

.

事
實
を
以
て•
し
て
、
日
本
經
濟
と
o
m
往
の
關
聯
性
を
全
面
的
に
I
脫
却
し
得
な.
い
所
か
、

現
遛
に
は
內
鮮
經
濟
關
係
の
强
化
が
求
め
ら
れ
る
點
に
、.
朝
鮮
經
濟
の：

複
雜
な
る
性
質
が
指
摘
さ.
れ
る
0.
工
業
化
進
展
の
反
面
に
お
け
.

る

「

米
穀
朝
鮮」

と
し
て
の
形
態
の
維
持
が
そ
れ
で
あ
り
、
外
地
的
特
性
は
質
的
に
變
化
を
示
し
乍
ら
蓥
本
的
に
は
依
然
と
し
•
て

存

續
.

す
る
。.. 

，
'

.

 

,

.
 

.
 

•

.__
:
昨
年
&.
の
产
.̂

飯
米
叙
11
か
朝
鮮
米
の
增
產
を
©
び
緊
切
化
し
た
事
は
、.
わ
れ
.̂
-̂
の
記
憶
に
新
ら
し
い
。
さ
ら
に
鮮
內
エ
業
人 

,

*
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大
陸
政
策
8
展
開
過
¥.
: 

7 

，五

五

六

(

一-
八
九
四〕

:{:
1
へ
の
米
の
補
給
、.
现
地
：.へ
め
邻
需
米
輸
送
の.
必
要
か
.ら

も

增

產

は

紙

對

的

に

必

要

で

ぁ

つ

今

:
'

I
:

..:

へ

''
:
元
來
朝
鮮
に
お
い
て
は
そ.
の
土
地
集
中
過
程
が
頗
る
：迅
速
で
あ
づ
た
事
と
、
商
エ
業
の
發
達
が
こ
れ
ま
で
未
熟
で
あ
つ
た
>
め
に
、.

'

.
‘ 

農
村
に
於
け
る
人
ロ
過
剩
の
實
狀
龙
迤
だ
し
か
つ
た
デ
近
年
^
業
勞
働
者
へ
の
轉
化
に
も
拘
ら
ず
、
尙
ほ
農
業
勞
働
ヵ
は
豐
窜
で
あ
る 

.

と
兄
ら
れ
る
。.
應
茲
に
ょ
る
'減
員
も
な
く
：
こ.
の
潤
澤
な
勞
働
力
の
佻
給
は
、.產
來
增
殖
評
肅.
再
蜜
施
に
對
し
て
、有
利
な
條
件
.と
な
つ 

,

:-
: 

た
。

か
く
、て「

官
民
が
一.
黻1'

丸
ト
ナ.
ッ
■テ
穀
倉
朝
鮮
ノ
眞
價
俽
發
輝.
一

【

全
力
デ
倾
注.
シ
、
銃
後
國
民
ノ
m
大
實
務
ヲ
全
ゥ
ス
べ
キ」

* 

.

.
事
を
迤
調
と
し
、
昭
和
十
五
华
度
ょ
り
向
ふ
六
箇
弗
間
に
、：
六
百
八
十
萬
汩
の.
增
產
を
目
指
し
て
、
新
親
訏
畫
の
實
施
を
見
る
に
い
た 

, 

つ
た
。
本
計
敖
に
お
い
て
は
、
增
產
方
法
の
主
眼
は
土
地
改
良
に
代
つ
'て
、
農
業
そ
の
も
の
V
集
約
化
に
置
か
れ
る
事
と
な
つ
た
。
換 

■■.,

•.

言
す
れ
ば
從
來
の
許
叢
が
外.
延
的
で
あ
つ
た
の
に
比
較
し
て
、
著
し
く
內
延
的
性
質
の.
嚴
厚
な
る
も
の
で
あ
る
。

I:...  

い
づ
れ
に
し
て
も
、.
食
糧
供
給
領
域
た
る
と
同
時
に
新
興
工
業
地
帶
と
い
ふ
、一

見
矛
盾
す.
る
が
如
き
態
勢
の
裡
に
、
朝
鮮
經
濟
の 

.

:

 
'
運
營
は
迆
め
ら
れ
つ
、
あ
る
。
そ
れ
は
明.
ち
か
に「
大
陸
兵
站
邀
地」

.
性
の
强
化
に
外
な
ら
ず
、
大
陸
政
策
據
點
と
し
て
迪
り
行
く
朝 

•
 

鮮
氯
濟
の
现
赞
の
姿
で
■あ
る
9. 

. 

. . 

. 

.

.

ニ

'

■

事
變.
の'長
期
化
と
そ
の
間
に
お.
け
る
歐
洲
戰
爭
の
急
速
な
る
進
展
は
、蘭
印
*
佛
印
の
問
題
を
提
起
し
つ
、
、
«
本
の
南
方
へ
の
關
心 

 ̂

を
喚.
起
ん
た
。
横
極
的
な
南
方
政
策
採
用
の
：要
望
は
急
速
：に
高
か
ま
つ
た
0

來
3[
1
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
の
：樹
立
と
言
ひ
.、
大
來
亜
共
榮
圈
の 

， 

•

、確
立
と
い
ふ
も
、.
廣
く
南
方
領
域
と
の
，職
携
を
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
明
自
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
翦
は
何
も
、
從
來
の
北
方
^

'心
の
大
陸
政
策
の
意
義
の
低
下
、..
ひ
い
て
は
朝
鮮
に
つ
い.
て
は
、
そ
.の
大
陸
兵
站
基
地
と
し
て
の
地
位
の
低
落
を
意
味
ぃ
る
も
の
で
は 

:

'
 

•
-

あ
り
得
な
：so 

.

:■-•. 
'

、
 

‘

や
が
て
連
設
さ
る
べ
き
大
來
1!
!'
共
榮
圈
に
あ
0
て
も
'
そ
の
极
幹
を
な
す
も
の
は
明
ら
か
に
日
*
滿
*
支
經
濟
ブ
/£1
ッ
ク
で
あ
る
0 

ね
ぜ 

を
^

 

.
 

-
 •
 •
 

:

:

そ
の
限
り
朝
鮮
經
濟
の
擄
ふ
べ
き
役
割
は
依
，然

.
と
し
て
逋
大
で
あ
る
0
兵
站
甚
地.
土.
し
て
言
ふ
ま.
で
も
71
く
*
 .

さ

ら

に

.朝

鮮

は

大

陸

經
 

濟
圈
と
R
本
本
土
と
を
結
ぶ
筮
要
な
る
經
濟
流
通
路
と
し
：，て
も
、
.そ
の
遂
行
す
ベ
き
使
命
は
驻
だ
道S

 o

縱
贳
鐵
道
に
ょ
る
陸
上
ル
ー 

ト
の
外
に
、
.
北
鮮
ルI
ト
、
西
鮮
•
黄
海
ル
ー
ト
の
利
用
は
、
ブ
ロ
.

ッ
ク
啊
配
給
恶.
地
：、
ブ
ロ
ッ
ク
贸
易
中
心
地
と
し
て
の
任
務
を
も 

朝
鮮
に
課
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
ま
し
て.
琪
變
遂
行
中
の
現
在
、
英
站
遊
地
と
しV

,

の
活
動
は
決
定
的
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
事
變
完
遂
後
に
" 

南
方
發
展
と
相
並
ん
で
展
開
さ
る
べ
■き
建
設
的
な
大
陛
開
發H

作
に
際
し
て
、
大
陸
政
策
據
點
と
し
て
の
朝
鮮
の
活
動
は
：
南
方
政
策

據
點
た
る
！̂
灣
の
活
動
と
共
に
、
極
め
て
重
大
な
意
義
を
含
む
も
の
で
あ
る
ァ.
 

•

'
 

0

四

'

- 

.

.

.

.

.

.

前
述
せ
る
所
に
ょ
づ.
て
、'

大
陸
&
策
が
い
'か
な
る.
必
要
に
邀
い
て.
形
成
0
發
展
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
歷
史
的
經
過
に
お
い
セ
、
.い
か 

な
る
特
質
を
發
现
し
來
つ
た
，か
を
遡
解
し
得
た
で
あ
ら
ぅ
.0
し
か
も.
そ
れ
は
現
段
階
に
お
い
て
、
恰
も
一
轉
機
に
立
つ
が
如
き
觀
を
與 

へ
つ
,v
あ

る
n

旣
1C
.指
摘
し
た
如
く
、
最
近
に
お
け
る
南
方
政
策
の
重
要
性
職
大
、
乃
至
は
大
來
亜
共
榮
圈
樹
立
の
主

張

が

、そ
の
宿 

力
な
る
動
的
と
思
は
れ
る
。'  
し
か
し
荊
方
政
策
の
前
進
と
い
ふ
も
、
'
 

ぞ
れ
ば
龙
陸
政
策
の
對
立
的
意
味
に
お
い
て
ビ
あ
つ
て
は
な
ら
な 

い
。
大
陸
政
策
の
外
延
的
獷
張
と
し
て
の
そ
れ
か
、
或
は
さ
ら
に
も
つ
と
廣
く

、

か
東
蓝
共
榮
圈
の
思
想
は
、*

從
來
の
狭
義
の
大
陸
政

策
な
り
南
方
政
策
な
り
を
、す

ベ
て
夂
®
し
た
上
で
の
發
展
的
內
容
の
も
の
た
る
べ
•
き
で
あ
る
.0
そ
の
間
に
あ
つ
て
、
そ
の一

つ
の
軸
が

>
 
. 

.
 

•

.

.
朝
鮮——

滿
洲
！

交
那
を
つ
な
ぐ
、
こ
れ
ま
で.
の
大
陛
政
策
の
徑
路
に
#
す
る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
いO

そ
し
て
今|

つ
の
軸
が
籙 

灣——

海
南
島
丨
丨
南
洋
娄
任
統
治
領
を
龆
ぶ
三
角
體
を
中
心
把
、
蘭
印
6
佛
印
等
0
南
方
領
域
と
の
關
聯
の
設
定
に
求
ら
れ
る
0
こ
の 

大
北
ハ
榮
圈
の
根
#
地
帶
は
、
明
ら
か
に
日
。.
滿

。
支
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
る
。
こ
の.
.

場
合
、
朝
鮮
、
臺
灣
の
如
き
外
地..

>
1
曆
內
地
と
の 

ブ
體
化
の
過
程
を
進
む
^
想
定
せ
ら
れ
る
タ
か
く
展
る
時
、
大
睦
政
策
は
豪
も
そ
の
意
義
を
低
下
す
る
蕻
な
く
、
益
々
規
模
を
擴
大
し 

.

火

隗

踨

策

の

展

開

過

程

パ
 

：

ノ
 

五

五

七

•.
!
.

,

ハ

ー

八

九

5
.



ii

大
陸
政
笟
の
肢
開
過
程 

.  

五

五

八

'
 

c
v

八
九
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.

っ
、
あ
る
日
本
の.
對
外
發
展
活
動
の'主
流
た
る
地
位
を
持
續
す.
るa

:

 
:

>
 

'
 

ノ

.

.
た
C
观
鹰
の
問
題
と
し
て
’

最
近
に
，於
け.
る
國
際
情
勢
の.
推
移——

歐
洲
戰
爭
：の
.
進
展
と
ァ
メ
リ
力
の
對
ロ
態
度
硬
化
は
、南
方
領
域 

に
观
す
る22
本
の
經
濟
的
要
求
を
、：

緊
切
化
さ.
ず
に
は
お
か
な
い
。
.右
油
友
は

じ

め
幾
多
の
¥

エ
资
源
或
は
食
糧
の
確
保
の
た
め
に
、
 

蘭
印
。#
印.
.

等
に
對
す
，る
日
本
の.
期
待
は
大
贪
る.
も
の
が
あ
る.0

少
く
と
ふ
近.
き
將
來
に
っ
い
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
地
域
と
の
聯
掷
の- 

緊
密
化
を
求
め
て
、南
方
政
策
は
«
極
的
&
§
開
を
苯
す
で_
あ
ら
ぅ
。'
そ
の
眼
り
い
は
ヾ
北
守
胄
«
的
倾
询
の
增
進
は
、必
ら
ず
じ
も
否 

•
觉
し
得
な
い
。
し
か
i

變
完
遂
後
や
が.
て
開
始
さ
る
ベ
き
支
那
允
陸
の
，建
設
ユ
作
に
際
し
て
は
、
一
北
方

'へ
の
活
動
V
本
格
.的
に
着
手 

さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
0
む
ろ
ん
こ
の
場
合
に.
は
、
廣
義
の
大
陸
政
策
，の
展
開
に
外
な
ら
な
い
。

.
換
言
す
れ
ば
南
•
北
兩
地
域
を
位
含
し
て 

の
大
東
距
共
榮
圈
樹
立——

凍
蓝.
新
秧
序
建
設
(0
た
：め
の.
運
動
の
進
行
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
陸
政
策
は
さ

，6
に
今
後
に
お
い
て
もJ  

.
層
の
發
展
を.
豫
期W

れ
る
。

.

、
.

.
將
來
に
向
っ
て
の
大
陛
政
策
の.
こ
の
躍
進
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
そ
の
發
展
の
成
果
を
遨
礎
と
し
て
の
み
可
能
で
あ 

る
。
し
か
し
か
、
る
新
た
&
名
展
開
に
對
し
て
直
接
の
根
據
を
與
へ
た
も
の
は
、
竄
に
滿
洲
事
變
以
後
の
日
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
運
動
の 

進
展
に
.あ
0
た
と
見
ら
れ
ゐ
0
當
時
か
ら
の
わ
が
國
內
外
情
勢
の
推
移
が
、
い
か
な
る
方
向
へ
こ
の
運
動
を
押
し
進
め
た
か
、
そ
の
實 

Hi
l
的
經
過
•に
っ
い.
て
は
、
本
稿
*
1
一
 
頌
以
下
に
お
い
て
概
述
し
た
。
本
項
.に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
か
、
る
現
實
の
動
向
を
^
付
け
石 

も
の
と
し
て
の
理
論
的
發
展
の
跡
を
顧
み
、
そ
れ
に
ょ.
っ.
て
將
に
新
展
開
期
に
あ
る
大
惺
政
策
に
對
し
て
、
理
論
的
遨
礎
付
H-
を
試
み 

よ
ぅ
。

.：
 

' 

.

洲
祺
變
以
降
の
日
本
の
對
滿
•
茭
エ
作
の
進
展
は
、
.理
論
的
に
は
.

n
:

滿
經
濟
ブa

ッ
ク
論
ょ
り
先
づ
日
べ
滿
•
支
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク 

論
へ
の
發
展
を
招
來
し

た

.。̂

十
乂
祺
變
前
は
、
少
く
と
も
北
支
を
主
要
對
象
と
す
る
か
©
如
き
觀
の
あ
っ
た
こ
の
日
•滿
•支
經
濟
ブc

.■ッ

.：ク
論
は
^
凝
の
1
#
に
{1
-
つ
て
、支
那
全
土
を
包
含
し
て
.の
經
濟
ブ
ロ
.ッ
ク
論
乃
至
は
.

「

策
^
經
濟
ブa

ッ
.
.ク
論
jlc
ま
で
擴
大
し
た
。

-

そ
れ
は
さ
'ら.
に.
そ
の
後
の
經
過
に
お
い
て
、
恰
も
'招
和
十
三
年
床
の
'近
衞
聲
明
を
裏
付
け
る
か
の
如
き
内
容
を
も.
っ
た
東
西
'協
同
體
論 

の
擡
頭
に
ま
で
導
い
た
。

.

;
 
.
 

'

■

::

■

.

/

 

.

か
■、
る.
|_
職
の
理
論
の
發
展
は
、'
當
然
そ
の
意_

內
客
の
變
遽
を
伴
っ
た)

滿
彿
事
變
の
主
た
る.
誘
因
が
、

支
那
側
，の
不
遜
な
對
日 

態
度
に
相
抗
し
て
、
世
界
恐
慌
下
、.
內
外
情
勢
の
逼
迫
狀
態
を
克
篇
し
，
朿
距
の
安
定
を
導
か
ん
と
す
る
日
本
の.
積
極
的
意
圖
に
，あ
っ 

た

事

は

旣

述

の

如

く

で

あ

る

-.
°

そ

の

遂

行

は

日

本

の
た
め
に
は
正
に
生
命
線
め
確
保
を
意
味
し
た
。
.事
變
の
_
双
と
滿
洲
國
の
誕
生
、 

日
滿
兩
國
提
携
の
.促
進

は

V

軍
事
的
•
經
濟
的
に
滿
洲
に
於
け
る
日
.本
の
地
位
を
確
定
化
し
た
.'.,

當
時
の
世
#
經
濟
のI

般
狀
勢
は
愈
々
混
亂
の
渦
中
忆
あ
っ
た
。
恐
慌
克
服
の
た
め
の
あ
.。
ゅ
る
國
際
的
協
調
手
段
の
失
敗
は
、
經 

濟
的
國
家
主
籤
の
擬
.頭
を
招
き
、
經
濟
的
自
給
性
の
達
成
を
標
傍
す
る
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
線
成
の
運
動
を
一
般
化
し
たo 

R滿
兩
國
も
同 

様
の
目
標
の
下
に
，
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
實
現
し
た0

,

か
く
し
，て
日
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
論
の
中
心
題

.
目
ば
、
.
生
命
線Q

確
保
に
代
0
て
..フ
ロ
ッ
ク
內
に
於
け
る
自
給
自
足
經
濟
體
制
の
樹
立 

に
お
か
れ
る
事
と
な
づ
た
。
と
り
：
.
わ.
け
資
源
確
保
の.
能
否
が
問
題
と
さ
れ
た
o
蓋
し
國
家
主
義
的
な
ブ
ロ
ッ
ク.
運
動
の
世
界
的
波
及
は
、
 

こ
0
M
か
ら
資
源
分
配
の
不
卒
等
を
。め

ぐ

つ
て
、
所

謂「

持
て
る
國」

-̂「

，持
た

ざ.
る.
國」

の
對
立
關
係
を
^
成

。
激
化
せ
し
め
た
。 

1l
f:
#
資
源
稗
分
配
乃
至
は
世
#.
植
民
地
領
域
禅
分
割
の
問
題
が
、
世
界
論
壇
の
對
象
と
な
っ
た
。.「

持
た
ざ
ゃ
國」

側
が
現
狀
打
破
を
志 

し
て
能
動
的
態
勢
を
採
っ
た
の
に

對
し
、

「

持
て
ふ.
國」

側
が
現
^
維
持.
を
旨
と
し
て
守
勢
的
立
場
を
搏
し
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
尤 

も

r

持
て
る
國」

.
側.
に
っ
い
て
見.
て
も.
、
費
源
の
補
給
を
中
：心
に
、

.
そ
の
經
濟
的_

給
性
の
滿
足
な
る
賞
現
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
要 

は
程
度
の
相
違.
に
過
ぎ.
な.
か
っ
た
と
は
い
へ
、「

持
た
ざ
る
國」

側
：の
困
難.
は
激
迤
で
あ
っ
た
。.
こ
の
窜
は
彼
等
を
馳
っ
て
植
極
的
な
料 

'
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1: 

_ I- -fl-
i:

大
陸
政
策
の
展
開
過
程
，

•〔  

五
六
〇

(

一
八
九
八5

.

f
活
動
の
遂
行
に
.導
.ぃ
た
o
.
ィ
タ
リ
！
の
エ
チ
ォ
ビ
.ァ
攻
略
、
ド
ィ
ッ
.の
對
歐
洲
攻
勢
等
、
い
づ
れ
も
夫
々
の
國
内
靡
情
に
：一

半
の
理 

1

1-
1

:
)
を

置

く

も
0.
\:
主
た
る
誘
因
は
阈
際
經
濟
情
勢
の
遍
迫
化
に
ぁ
つ
衣
。
獨
*
伊
は
民
族
的.「

生
活
圈」

.
の
要
求
を
以
？

、
そ
の 

領
域
蹒
大
を
週
論
づ
、け
た
。

.

:

.

.
叙
上
の
{|
|:
界
孤
|

の
風
潮
は
、
日
本
の
場
<
、̂

日

？
滿
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
論
ょ
り
日
、
滿

0'-
支
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
論
べ
の
發
展
を
缂
い
た
。

.

.主
と
し
て
北
支
地
方
を
含
め
'て.
の
，
三

國

經

濟
•提
携
の
實
現
'が
主
唱
さ
れ
だ
。
し4

も
日
支
事
變
の
勃
發
と
そ
の
長
期
化
、
中

.
•南
支
’へ 

'  

.
の
‘戰
；̂
の
獷
張
は
、.
必
然
日
«-
滿

.«
支
經
濟
ブ.
ロ.
ッ
ク
論
の
對
象
領
域
を
全
支
那
大
陸
に
擴
め
た
。.
そ
し
て
日
本
の
資
本
と
技
術
、
滿 

別
國
及
支
那
の
農
工
資
源
を
基
礎
と
ず
る
相M

關
係
の
促
進
を
极
據
と
し
、
■
さ
ら
に
具
骝
的
に
は
戰
時
下*

日
本
の
物
資
動
員
の
見
地 

か
ら
、
三
國
资
源.
の
相
互
的
補
充
、
產
業
の
適
地
配
分
等
を
基
礎
と
し
て
、
三
國
間
に
お
け
る
可
及
的
な
經
濟
的
自
給
性
の
確
保
が
提 

.

昌
さ
れ
た
0.

或
は
一
般
に
ブ
ロ
ッ
ク

內
完
全
.̂

る
自
-̂

カ
獲
得
の
不
可
能
を
理
凼
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
可
及
的
な
努
カ
を
挪
ふ
反
*1
0
1
、

.
三
國
を
ー
體
と
す
る
綜
合
的
求
偾
カ
の
利
用
を
手
段
と
む
て
”

ブ
.ロ
ッ
ク
全
體
と
し
て
：の
第
三
國
質
易
の
獷
充
に
主
眼
を
置
く
東
盟
經 

•

:

濟
ブ
ロ
ッ
ク
論
も
唱
へ
ら
れ
た
。
.

：
.

■

そ
の
後
の
事
變
の
進
展
と
日
本
の
建
設
的
立
，場
の
表
明(

近
衞
聲
明 >、 .

換
言
す
れ
ば
棗
祺
變
當
初
の「

暴
支
«
懲」

か

ら

「

來
他
新 

陕
序
建
設」

へ
の
態
度
の
'轉
換
は
、
思
想
的
に
も
、
單
な
る
經
濟
ブ
ロ
ッ〜

論
ょ
り
東
取
^
同
體
論
へ
の
：發
展
を
も
た
ら
し
た
。

.

■所
謂
經
濟
ブ
ロ
ッ
ク
論
が
經
濟
的
關
聯
の
强.
化
の
み
を
標
傍
す
る
に
對
し
、
來
瓿
協
同
體
論
は
、
概
括
的
に
兒
れ
ば
由V

滿

•
支
三 

國.
の
政
治
的
。
社
會
的
«'
經
濟
的
諸
條
件
の
融
合
を
目
標
と
す
る
。
協
同
體
論
の
各
々
に
つ
ぃ
て
は
、
或
は
民
族
的
結
合
を
第.『

取# 

.

と
し
、:
齋
は
政
治
的.
結
合
を
先
決
問
題
と
し
、' :
叉
ゆ
經
濟
的
結
合
を
以
0
て
：基
本
修
件
と
す
る
等
.
多
少
の
異
同
は
兗
れ
な
い
0
.

.

.

.

:

^1 ,
:

€>.
如
き
歐
米
列
强
の.

^

植
呙
地
讷
領
#

を
對
象
と
し
、ー
そ
の
西
歐
に
對
す
る
隸
■-

的
埘
位
の.
解
放
を
:0

標
と
す
る
2
=
本
の
立
場

V

.

か
ら
見
て
ぐ
/そ
と
に
お
け
る
鬼
族
問
遛
の
解
決
が
何
ょ
り
も
必
要
な
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
“
ノ
し
か
し
こ
の
報
は1.

つ
に
は
ド
植 

.
:'
:龙
-'
*

遍
:1
の
複
-̂

性
の
故
に〔

、
一j 0

 
.に
は
通
在
.の
抗
日
戰
闘
意
識
の
熾
烈
さ
か
だ
め
.に

、
.
急

速

な

る

實

現

の

困

難

を

豫

想

さ

れ

る

。

し 

た

が

つ

：
て

先

づ

可

能

視

さ

れ

る

の

.は
'政
饴
的
融
合
と
併
行
し
.て
の
經
濟
的
協
同
關
係
の
設

定

で
あ

ら

ぅ

。

.

.

.

.
こ
の
經
濟
協
同
體
に
お.
い
て.
は
、
‘從
來
の
植
民
地
的
又
は
半
植
民
地
的
關
係
の
排
除
が
意
圖
さ
れ
、
經
濟
的
憲
關
係
0
樹
立
が
要

蟹
さ
れ
る.
，

樞
；

Sx

陸
家
は
た

!̂
翁

導

の

住

務

.を

擒

當

す

る

.

と
共
に
、
他
の
强
大
國
に
ょ
る
政
治
的
•

經
濟
的
侵
f
 J
W
し
て
防
.！2Q

 

役
割
を
报
す
べ
き
で
あ
る
。

.

注
精
衞
氏
の
和
平
救
國
麗
の
展
開
、
南
京
新
政
麻
の
誕
生
、'
日
•
產
地
交
渉
の
進
涉
は
、
•協
同
體
實
現
へ
の
前
進
態
勢
を
示
す 

も
の
と
し
て.
霞

f

れ
る
。
日

。
產

Q
1
的
接
近
性
、
民
族
的
I

性

或

荽

化
I
'
盤

、
就
中
_

證

含

た

め

の

條
 

f
の
盤
f
丨

S
度H

.

業
國
と
し
て
の
；日
本
と
未
熟
農
階
に
あ
る
支
那
丨

等
は
、
.協
同
體
具
體
化
の
た
め
の
有
力
な
根
據
を
提
キ 

す
る
こ
の
赛
は
滿
掛
賤
に
關
し
て
も
、
或
は
最
音
ネ
が
關
心
を
深
め
つ
、
あ
る
南
裏
域
に
對
し
て
も
、.：少

く

と

も

繁

先

鐘 

と
の
比
較
に
お
い
て
、：
日
本
に
つ
い.
て
見
出
さ
れ
る
有
利
な
事
情
で
あ
る
。.
大
東
面
鐘
の
主
張
に
し
て
も
、
先
づ
第I

に
こ
れ
ら 

諸
地
方
と
の
經
濟
的
聯
携
S

密
化
が
目
的
と
さ
れ
る
の
は
蓋
し
當
然
で
あ
る
。
こ.
の
共
霧
の
中
に
お
い
て
社
'
踪
合
的
な
計
奪 

の
姻
與
力
望
ま
し
い
。
卽
ち
こ
れ
S

す
る
諸
民
族
乃
至
は
國
家Q

、

そ
れ

-̂-Q

駕

的

發

量

階.

S
じ
て
、
そQ

时
々
の
經
濟 

的
特
質
の
做
保
震
を
計
る
と
同
時
に
、
全
體
と
し
て
の
調
和
を
命
て
る
べ.
き
で.
あ
る
。 

、

し
力
も-HN

榮
圈
植
立
の
究
極
の
■目
標
は
、
S

新
秧
序
の
建
設
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
.は
日
本
を
除
い
て
の
東
跟
諸
國
の
、
'西
歐
に 

...

f
す
る
植
民
地
的
量

關

係

f

の
解
放
は
絕
對
本
可
缺
の
前
提
條
件
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
共
存
共
榮
主
義
の
.ユ
場
か
ら
、

こ
の
運
'
 

動
を
促
進
指
導
す
る
の
が
中
樞
的
國
家
と
し
て
の
日
本
の
責
務
で
f

か

4

蕾

が

實

現
し
た
時
に
、
は
じ
め
て
避
の
新
秩
字

大
|

展
！

.

• 

ノ

五
六
'

2

着



驚

、.

•

'
:
.
广
.
..-
大
陸
政.
策「

00
'.
脍
開
逾
程
':
'. 

.
' 

5
 
ハ
二 

(

一
九 
0
0

)

:
は
生
成
疒
る
!0
そ
の
：
.
た
め
に
は
指
導
者
た
る
日
本
自
體.
の
國
內
體
"制
|
*
先
づ
そ
：の
方
向
に
向
つ
て
編
成
更
へ
す
る
こ
ど
が
肝
耍
で
あ 

る
。
幸
ひ
第
ニ
次
近
衞
内
閣
の
成
立
と
‘渐
體
制
蓮
動
の
展
開
に
ょ
ク
て
、
こ
.：の
傾
向
は
急
速
な
、進
展
を
示
し
つ
、
あ
る
。
高
度
國
防
國 

家
の
建
設
を
最
高
目
標
に
、
政
治
.
經
濟
、
敎
育
、
文
化
等
、：
あ
ら
ゆ
る
國
家
國
民
生
活
の
領
域
に
お
け
る
新
體.
制
の
確
立
が
、
現
下 

の
日
本
に
課.
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
で
‘あ
る
。
か
、
る
國
內
體,

の
盤
備
そ
基
礎
と
し
て
の
み
、
東
蓝
の
盟
主
た
る
日
本
の
進
路
は
定 

.
め
ら
れ
る
。 

ゾ 

ニー：： 

.

ョ
1
ロ
ッ
。ハ.
に
お
い
て
獨
併
を
樞
«
卜
し
て
進
展
を
豫
想
さ
れ
る
撒
洲
新
秩
序
の
樹
立
と
相
並
ん
で
、
東
觅
新
秩
序
の
逑
設
は
獨
り

.

.
H本
の
み
な
ら
ず
衆
：>3
全
民
族
0 .
最
高
の
願
望
.た
る
べ
き
で
あ
る
。
か
つ
又
東
ノ
西
兩
秩
序
の
成
立
は
、.：
こ
れ
を
粮
幹
と
し
て
や
が
て

世
界
新
秧
序
の
生
誕
を
も
た
ら
す
で
あ
ら
ぅ
。

1

か
く
し.
て
わ.
が
大
陸
政
策
は
、
叙
上
の
理
論
的
發
展
を
背
景
に
、.
日
本
の
現
實
の
政
治
的.
•
經
濟
的
發
展
を
蕋
礎
と
L
、
將
に
一
大

-

'

- 

-• 

•

ハ 

展
開
を
開
始
せ
ん
と
し
つ
\
あ
る
0
'
-
.
-
: 

.  

‘ 
.

.

?

.

 

-

 

.

 

•

 

•

 

'

 

.

 

-

 

.

 

• 

.

 -

\ 

.
 

■ 

.

,

.

'C

附
記〕

,̂
稿
校
正
.中
"
世
#
の
狀
勢
は
、
さ
ら
に
新
た
な
る
進
展
を
示
し
た
ロ
就
中
”
去
る
九
月
ニ
十
七
日
發
表
せ
ら
れ
た
日
參
獨

.

:
 

*

伊
三
國
條
約
め
成
立
は
、
正
に
割
期
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
條
約
に
基
づ
き
、
日
本
及
び
獨
伊
兩
國
は
、
そ
れ-

 ̂

「

 

：
東
5{
1
並
び
に
歐
洲
に
お
け
る
新
现
序
建
設
に
關
し
. '
相
互
に
指
導
的
地
位
を
雜
認
'
尊
重
し
、
且
つ
こ
の
た
办
の
協
ヵ
-"-
約
し
た
0

み
な
ら
ず
'
歐
洲
戰
爭
或
は
日
支
戰
爭
に
>
第
三
國
が
新
た
：に
介
入
を
試
み
る
場
合
に
は
、
全
面
的
な
相
互
援
助
を
行
ふ
べ
.き
蕻
を 

.
誓
つ
た
0
^
ら.
に
、
日
本
の
た
め
に
は
獨
伊
を
仲
介
と
し
て
ソ
ヴ
エ
ー
ト
聯
邦
-̂
の
國
交
調
擊
が
期
待
，さ
れ
る
斟
と
な
つ.
た
。

こ
れ
に
'
よ.

つ
て
、
：
日
本
は.
獨
f̂-
'

Qv
^
i

め
に
、.
.
ア.

メ.
.
リ
カ.

の
歐
洲
戰
爭
參.
加
を
索
制
し.
，
.そ
.

Q
.

反
面
、
■日
..
•.

ソ
S
E
0.

國
交
訪
m

o

好

’
轉
が
實
現
す
れ
ば
、

0
.

X̂

作
の
進
#
•
に
尊
念
出
來
る
手
懸
り
を
得
た.
o,

最
近
傳.

へ
ら
れ
る
獨
ソ
交
涉
の
進
展
は
，
益
々
こ
の
機
琿 

'
を
濃
厚
化
し
つ
：、
あ
る
。 

ャ
：
' 

:

こ
れ
よ
り
先
、
蘭
印
と
の.
間
に
は
八
月
中
句
よ
り
：小
林
商
相
が
赴
き
、
佛
印
に
對
し
て
は
、.
九
月
.末
の
皇
軍
進
駐
權
獲
得
の
後
を 

ぅ
け.
て
、
松
宵
使
節
が
派
遺
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
經
濟
的
折
衝
が
續
け
ら
れ.
た
0
未
だ
そ
の
成
艰
は
未
知
數
で
あ
る
が
、
南
方
領
域 

の
^
力
的
態
度
/0

そ
望
ま
し
い
o 
. \  

. 

,

他
方
、.
か
、
る
狀
勢
に
當
面
し
て
、
英.
•
米
の
合
作
は
急
速
に
進
展
し
、.
と
く
に
ア
メ
リ
丸
の
對
日
腿
迫
手
段
は
露
骨
化
し
た
。 

ア
メ
リ
ヵ
の
出
檄
如
何
に
よ
つ
て
は
、
太
平
徉
の
平
穩
も
保
證
出
來.
兼
ね
る
。

し
か
し
、
い
か
な
る
靡
態
が
生
じ
よ
ぅ
と
も
、
日
本
の
進
む
べ
き
遨
は
、
旣
に
確
固
不
動
の
も
の
で
あ
る
。
大
來
35

共
榮
圈
の
樹 

立
|

東
瓿
新
秧
序
の
建
設
、+
い
は
V
擴
大
さ
れ
た
意
味
で
の
大
陛
政
策
の.
新
展
開
に
際
し
て
、
そ
の
遲
礎
に
聊
か
の
改
變
を
蒙
む 

る
¥
も
許
さ
れ
な
い
°
あ
ら
ゆ
‘る
固
難
を
排
除
し
て
の
、
，
新
秩
序
建
設
運
動
の
贳
徹
こ
そ
、
東
亜
の
み
な
ら
ず
世
界
の
た
め
に
、
H 

本
が
擔
當

し
た
光
榮
あ
る
役
割
た.
る
雜
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
0 

1

:

大
陸
政
策
の
I

麗
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